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た
際
に
、
こ
れ
ら
の
健
全
性
と
貴
重

性
が
明
ら
か
と
な
り
、
評
価
が
あ
ら

た
め
て
高
ま
っ
た
。

　

当
時
に
お
け
る
祭
礼
供
奉
の
様
相

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
宝
具

類
で
あ
る
と
と
も
に
、
刀
剣
史
上
、

貴
重
な
遺
存
作
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

二
荒
山
神
社
宝
物
館
で

新
重
文
を
鑑
賞

　

東
京
国
立
博
物
館
で
の
「
平
成
三

　

文
化
審
議
会
（
馬
渕
明
子
会
長
）
は
、
三
月
九
日
に
開
催
さ

れ
た
同
審
議
会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、
五
件

の
美
術
工
芸
品
を
国
宝
に
、
同
じ
く
五
十
件
を
重
要
文
化
財
に

指
定
す
る
こ
と
に
つ
き
、
林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
栃
木
県
・
日
光
二ふ

た

荒ら

山さ
ん

神
社
の
所
蔵
品
で
、
刻

銘
の
あ
る
金
銅
装
神し

ん

輿よ

三
基
・
金
銅
装
唐か

ら

鞍ぐ
ら

三
具
と
と
も
に
重

文
に
指
定
さ
れ
た
「
祭
礼
武
器
類
」
が
拵
付
き
の
薙な

ぎ

刀な
た

五
振
。

こ
れ
は
刀
剣
類
の
指
定
と
し
て
は
三
十
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で

関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

　

二
荒
山
神
社
に
は
、
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
の
銘
に
よ
り
、

南
北
朝
時
代
の
製
作
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
金
銅

装
神
輿
三
基
が
伝
来
し

て
い
る
。
本
件
は
、
こ

れ
ら
の
神
輿
を
中
心
と

す
る
祭
礼
に
供ぐ

奉ぶ

し
た

と
思
わ
れ
る
薙
刀
類

で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南

北
朝
時
代
初
期
に
お
け

る
薙
刀
の
刀
身
な
ら
び

に
南
北
朝
時
代
に
お
け

る
外
装
（
一
部
後
補
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
揃

い
で
伝
存
す
る
。

　

近
年
、
同
社
所
蔵
の

刀
剣
類
を
総
合
調
査
し

　

入
館
と
同
時
に
、
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
見
事
な
姿
に
、
思
わ
ず
感
嘆

の
声
を
漏
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

刀
身
の
輝
き
と
拵
の
精
巧
さ
も
見
事

で
す
。
十
三
～
十
四
世
紀
に
製
作
さ

れ
、
祭
礼
武
器
と
し
て
奉
納
さ
れ
た

も
の
と
の
こ
と
で
す
が
、
保
存
状
態

は
き
わ
め
て
良
好
で
、
長
い
年
月
、

大
切
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
し
の

ば
れ
ま
す
。
展
示
会
場
を
何
度
も
往

復
し
、
目
に
焼
き
付
け
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
重
要
文
化
財
新
指
定
品
の

詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

①
薙
刀　

無
銘 

伝
一
文
字
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六
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五
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反
り
三･

三
㎝

重要文化財に指定された５振10点の祭礼武器類（栃木県提供）

刀
剣
で
30
年
ぶ
り
に
重
要
文
化
財
が
誕
生

日
光
二
荒
山
神
社
の
祭
礼
武
器
類（
薙
刀
）５
振
10
点

公開された祭礼武器類の薙刀と金銅装蛭巻薙刀拵など
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銅
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黒
漆
薙
刀
拵

　

総
長
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〇
五･

〇
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長
一
四
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九
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金
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装
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漆
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総
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四
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光
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２
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６
６
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光
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〇
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http://www.futarasan.jp/
�

（
瀬
下�

明
）『下野新聞』 平成30年５月24日

十
年
新
指
定
国

宝
・
重
要
文
化

財
」
展
に
引
き

続
き
、
地
元
の

日
光
二
荒
山
神

社
中
宮
祠
宝
物

館
で
公
開
さ
れ

る
と
い
う
の

で
、
早
速
行
っ

て
き
ま
し
た

（
十
二
月
末
ま

で
展
示
）。
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事
例
�

　

こ
の
「
登
録
証
問
題
を
考
え
る
」
は

平
成
二
十
七
年
三
月
に
連
載
を
開
始
し

た
。
欠
か
す
こ
と
な
く
二
年
四
カ
月
続

け
、
わ
れ
わ
れ
刀
剣
商
が
直
面
し
た
現

場
の
声
、
苦
労
の
数
々
を
伝
え
て
い

る
。

　

法
令
順
守
と
い
う
時
代
の
流
れ
で
、

刀
剣
を
購
入
す
る
顧
客
は
今
や
当
た
り

前
に
所
有
者
変
更
手
続
き
を
行
う
。
従

っ
て
、
現
在
は
刀
剣
売
買
に
お
い
て
、

登
録
証
の
記
載
内
容
に
相
違
は
な
い

か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
刃
切
れ
な
ど
の
欠
点
の
み
で
な

く
、
登
録
証
記
載
内
容
に
相
違
が
あ
る

と
所
有
者
変
更
手
続
き
に
問
題
が
生

じ
、
返
品
に
な
り
得
る
た
め
で
あ
る
。

　

実
際
問
題
と
し
て
、
記
載
内
容
が
相

違
す
る
事
例
数
は
刃
切
れ
の
比
で
は
な

く
実
に
お
び
た
だ
し
い
。
窮
状
を
訴
え

る
こ
の
連
載
が
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証

の
業
務
に
携
わ
る
各
都
道
府
県
教
育
委

員
会
担
当
者
に
善
処
を
促
す
一
助
に
な

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
あ
り
が
た
く
、
そ

う
感
じ
る
実
例
が
増
え
て
い
る
。

　

先
日
、
銘
文
の
「
水
田
山
城
大
掾

源
国
重 

備
中
於・

松
山
作
之
」
の
「
於
」

が
登
録
証
に
記
載
漏
れ
と
い
う
一
件
が

あ
っ
た
。
刃
長
・
反
り
・
目
釘
穴
の
数

な
ど
他
の
記
載
事
項
に
相
違
は
な
く
、

台
帳
は
現
物
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、

現
物
と
登
録
証
の
画
像
送
付
を
求
め
ら

れ
た
。
そ
の
結
果
、
登
録
審
査
会
の
現

物
確
認
は
不
要
と
さ
れ
、
登
録
証
訂
正

の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
た
。
本
件
は
、

登
録
証
作
成
時
の
事
務
的
ミ
ス
で
あ
る

可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
判
断
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
銘
文
「
備
前
国
住
長・

船・

清
光

天
正
七
年
二
月
日
」
の
「
長
船
」
が
記

載
漏
れ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
登
録
審
査
会

で
の
現
物
確
認
の
指
示
を
受
け
た
。
台

帳
と
現
物
は
一
致
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
登
録
証
の
訂
正
に
は
す
べ

て
現
物
確
認
を
経
る
こ
と
が
当
該
県
の

要
件
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

同
様
に
所
有
者
変
更
届
を
出
し
て
、

台
帳
と
内
容
が
相
違
し
て
い
る
た
め
受

理
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
場
合
が
あ

る
。
そ
こ
で
相
違
点
を
照
会
す
る
が
、

教
え
て
く
れ
る
都
道
府
県
と
、
具
体
的

な
内
容
に
は
答
え
ら
れ
な
い
と
言
う
と

こ
ろ
が
あ
る
。
何
が
相
違
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
先
に
述
べ
た

返
品
に
相
当
す
る
か
否
か
の
判
断
も
で

き
な
い
。
な
ぜ
相
違
点
を
伝
え
な
い
の

か
、
何
を
防
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
伝
え
た
こ
と
に
よ
る
ど
ん
な
不
都

合
が
あ
っ
た
の
か
、
疑
問
を
抱
い
て
し

ま
う
。

　

登
録
証
は
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

で
独
自
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
対
応
に
は
都
道
府
県
に
よ
り

温
度
差
が
あ
る
。
登
録
証
問
題
の
窮
状

を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
厳
格
な
対
応

を
指
示
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会

は
、
登
録
審
査
会
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
合
理
的
で
納
得
が
得
ら
れ
る
説
明

を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

　

Ｉ
Ｔ
化
の
時
代
に
な
っ
て
久
し
く
、

ま
た
社
会
全
体
の
モ
ラ
ル
が
昭
和
の
こ

ろ
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
た

現
在
、
昭
和
二
十
六
年
に
始
ま
っ
て
以

来
改
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
登
録
証
制

度
に
、
旧
態
依
然
と
し
て
弊
害
が
多
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

自
動
車
業
界
に
お
い
て
は
昭
和
四
十

五
年
、
そ
れ
ま
で
手
書
き
で
あ
っ
た
車

検
証
の
業
務
電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

を
稼
働
さ
せ
、
昭
和
五
十
四
年
に
全
国

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
っ
た
。
そ
し
て
不

正
の
防
止
や
効
率
化
が
格
段
に
進
め
ら

れ
た
と
い
う
。

　

わ
れ
わ
れ
刀
剣
界
も
、
抜
本
的
な
登

録
証
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
達
し
て
い
る
。

�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る


　

清
水
理
事
長
は
議
長
就
任
を
受
諾

し
、
直
ち
に
第
一
号
議
案
か
ら
各
議
案

の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〈
第
一
号
議
案
〉
平
成
二
十
九
年
度
事

業
報
告
承
認
、
並
び
に
平
成
二
十
九

年
度
会
計
報
告
承
認
、
同
監
査
報
告

〈
第
二
号
議
案
〉
平
成
三
十
年
度
事
業

計
画
案

〈
第
三
号
議
案
〉
平
成
三
十
年
度
収
支

予
算
案

〈
第
四
号
議
案
〉
役
員
報
酬
の
件

〈
第
五
号
議
案
〉
経
費
の
賦
課
及
び
徴

収
に
関
す
る
件

〈
第
六
号
議
案
〉
平
成
二
十
九
年
度
借

入
金
残
高
の
最
高
限
度
に
関
す
る
件

〈
第
七
号
議
案
〉
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
け
、
ま
た
は
一
組
合
員
の
為
に

す
る
債
務
保
証
の
最
高
限
度
に
関
す

る
件

〈
第
八
号
議
案
〉
そ
の
他

　

第
八
号
議
案
に
お
い
て
は
、
組
合
員

よ
り
事
前
に
提
出
さ
れ
て
い
た
質
問
状

の
内
容
が
議
場
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
三
十

年
度
の
理
事
会
の
議

案
と
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
第
八
号
議

案
は
可
決
さ
れ
、
全

て
の
議
事
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
土
肥
豊
久

副
理
事
長
よ
り
閉
会

の
辞
が
述
べ
ら
れ
、

散
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
厳
し
い
経

済
情
勢
の
中
、
組
合

員
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
、
平
成
二
十
九

年
度
の
収
支
は
予
算

以
上
の
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

�

（
嶋
田
伸
夫
）

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
は
去
る
五

月
十
七
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い

て
第
三
十
一
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

定
刻
の
午
前
十
時
、
司
会
者
の
松
本

義
行
理
事
に
よ
り
出
席
状
況
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
組
合
員
総
数
百
七
十
七

名
中
、
出
席
者
六
十
九
名
、
委
任
状
提

出
者
八
十
名
、
合
計
百
四
十
九
名
で
過

半
数
に
達
す
る
た
め
、
総
会
は
成
立
す

る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

服
部
暁
治
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に

引
き
続
き
、
清
水
儀
孝
理
事
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
総
会
出
席
の
組
合
員
の

方
々
へ
、
日
ご
ろ
の
組
合
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
選
任
を
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
議
場
よ
り
「
司
会
者
一
任
」
と
の

意
見
が
多
数
あ
り
、
司
会
者
が
清
水
理

事
長
の
議
長
選
任
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

全
員
一
致
で
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

第
31
回
通
常
総
会
を
開
催

第31回通常総会の審議風景

　

六
月
四
日
、
刀
剣
博
物
館
を
「
刀

剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員

連
盟
」
の
一
行
が
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。
見
え
た
の
は
、
甘
利
明
共
同
代
表

世
話
人
を
は
じ
め
と
す
る
加
盟
議
員
、

細
田
博
之
・
竹
下
亘
・
武
藤
容
治
・
山

田
賢
司
・
青
山
繁
晴
・
小
川
克
巳
・
山

田
宏
・
長
尾
敬
・
三
宅
伸
吾
・
高
鳥
修

一
の
十
一
氏
。
文
化
庁
か
ら
山
﨑
秀
保

文
化
財
部
長
・
圓
入
由
美
美
術
学
芸
課

長
・
福
島
俊
輔
美
術
学
芸
課
企
画
係
長

の
三
名
が
同
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
で
は
、
酒
井
忠
久
会
長
・
柴
原
勤

専
務
理
事
・
志
塚
徳
行
常
務
理
事
・
福

本
富
雄
常
務
理
事
・
秋
田
敏
彰
理
事
の

役
員
の
ほ
か
、
飯
田
俊
久
事
務
局
長
ら

全
職
員
が
訪
問
を
歓
迎
し
、
館
内
の
案

内
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る

議
員
連
盟
」
は
、
刀
剣
に
関
心
を
持
つ

若
者
の
増
加
や
海
外
で
の
人
気
の
高
ま

り
が
見
ら
れ
る
一
方
、
そ
の
製
作
や
原

材
料
で
あ
る
和
鉄
の
生
産
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
、
そ
れ
ら
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
、

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、

今
年
二
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
三
階
展
示
室
に
て
酒
井

会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
日
本
刀
の

鑑
賞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
会
議
員
の

皆
さ
ん
は
学
芸
員
の
説
明
に
熱
心
に
聞

き
入
り
な
が
ら
、
名
刀
を
手
に
取
っ
て

鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ

ル
コ
ニ
ー
に
出
て
眼
下
に
広
が
る
旧
安

田
庭
園
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
階
の
審
査
室
で
行
っ
て
い

た
刀
剣
の
鑑
定
作
業
も
視
察
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
一
階
の
展
示
室
に
移

動
し
、
現
在
唯
一
操
業
し
て
い
る
「
日

刀
保
た
た
ら
」
に
つ
い
て
、
現
物
や
パ

ネ
ル
を
見
な
が
ら
担
当
学
芸
員
か
ら
の

説
明
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
玄
関
で
記
念
撮
影
を
し
、
三

時
間
余
り
の
見
学
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
日
の
取
材
で
、
わ
れ
わ
れ

刀
剣
商
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
国
会

議
員
の
先
生
方
が
刀
剣
や
和
鉄
の
文
化

伝
承
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

行
政
の
面
か
ら
文
化
庁
の
職
員
の
皆
さ

ま
が
刀
剣
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、あ
ら
た
め
て

深
く
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
六
月
二
十
二
日
、「
刀
剣･

和

鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」

の
皆
さ
ま
は
文
部
科
学
省
を
訪
問
し
、

林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
と
宮
田
亮
平

文
化
庁
長
官
に
面
会
、
林
大
臣
に
「
刀

剣
・
和
鉄
文
化
の
保
存
振
興
に
向
け
た

要
望
」
を
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
次
の
五
つ
の
具
体
的
な

提
言
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

刀
匠
・
刀
職
な
ど
、
刀
剣
類
の
製
作

技
術
者
の
人
材
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

② 

日
本
刀
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
確
立

す
る
方
策
と
、
刀
剣
類
の
製
作
制
限

に
関
す
る
見
直
し
に
つ
き
、
検
討
す

る
こ
と
。

③ 

刀
剣
関
係
団
体
に
よ
る
全
国
統
一
の

公
募
展
実
施
を
目
指
し
、
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

④ 

美
術
刀
剣
等
を
活
用
し
た
地
域
振

興
・
観
光
振
興
に
資
す
る
企
画
展
へ

の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

⑤ 

和
鉄
文
化
の
保
存
振
興
の
た
め
、
和

釘
の
使
用
拡
大
に
資
す
る
文
化
財
建

造
物
や
美
術
工
芸
品
の
保
存
修
理
へ

の
支
援
の
拡
充
、
た
た
ら
製
鉄
へ
の

振
興
助
成
金
の
増
額
。

　

い
ず
れ
も
予
算
措
置
を
必
要
と
す
る

有
用
な
政
策
で
す
が
、
同
議
員
連
盟
の

甘
利
・
細
田
・
竹
下
各
共
同
代
表
、
逢

沢
一
郎
幹
事
長
、
山
田
宏
事
務
局
長
ら

が
次
々
に
現
状
の
問
題
点
や
打
開
案
を

述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
林
大
臣
も

「
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
」
と
応
じ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
指
摘
に
は
長
年
に
わ
た

る
斯
界
の
懸
案
事
項
も
含
ま
れ
、
今

後
、
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

（
生
野
正
）

「
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」が
本
格
始
動

刀
博
を
視
察
し
、文
科
大
臣
に
伝
統
文
化
の
保
存
振
興
策
を
提
言

「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」の皆さんと日刀保役員・職員

林大臣と宮田長官を囲む議員連盟の皆さん
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彦

其之二十七

　

去
る
五
月
十
七
日
の
組
合
総
会
後
に

行
わ
れ
た
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」
の
模

擬
テ
ス
ト
を
受
け
て
み
た
。

　

刀
剣
評
価
鑑
定
士
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
刀
剣
商
と
し
て
の
知
識
は
十

分
身
に
付
け
て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
、

永
年
こ
の
世
界
で
生
き
て
き
て
、
商

売
上
に
必
要
な
古
物
営
業
法
や
銃
刀
法

は
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
る
と
い
う

自
負
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
刀
剣
・
刀

装
具
・
甲
冑
の
専
門
分
野
は
勿
論
の
こ

と
、
作
刀
・
研
磨
・
白
鞘
・
鎺
等
は
そ

れ
相
応
に
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
商
売
に

は
な
ら
ず
、
刀
剣
を
評
価
・
鑑
定
・
査

定
す
る
上
で
知
ら
な
い
こ
と
な
ど
あ
る

は
ず
は
な
い
と
い
う
考
え
で
受
験
に
臨

ん
だ
。
し
か
も
筆
者
は
、
刀
剣
評
価
鑑

定
士
の
資
格
認
定
制
度
の
会
議
や
、
問

題
集
の
作
成
、
一
〇
〇
〇
を
超
え
る
想

定
問
題
か
ら
取
捨
選
択
等
出
題
に
関
す

る
検
討
会
議
に
は
欠
か
さ
ず
出
席
し
て

お
り
、
出
題
さ
れ
る
問
題
に
関
し
て
は

知
悉
し
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
結
果
は
九
四
点
で
あ

り
、
不
正
解
が
六
問
も
あ
っ
た
の
だ
。

試
験
は
厳
正
で
、
試
験
問
題
を
配
ら
れ

て
一
時
間
以
内
で
の
解
答
。
は
や
り
、

「
試
験
」
と
名
の
付
く
も
の
は
何
で
も

緊
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
【
問
１
】
か
ら
順
番
に
二
者
択
一
の

形
で
解
答
欄
に
答
え
を
記
入
し
て
い
く

の
で
あ
る
が
、
お
馴
染
み
の
問
題
で
あ

る
は
ず
な
の
に
解
答
に
迷
い
、
一
〇
〇

問
を
や
り
終
え
た
時
は
二
十
分
以
上
を

経
過
し
、
見
直
し
を
含
め
る
と
三
十
分

は
優
に
超
え
て
い
た
。
そ
し
て
何
度
も

見
直
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
問
も

間
違
っ
て
い
た
。
こ
の
日
の
最
高
得
点

は
、
女
性
組
合
員
で
九
九
点
と
聞
き
、

全
く
恐
れ
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

出
題
さ
れ
た
一
〇
〇
問
は
五
月
十
五

日
発
行
の
本
紙
第
四
十
一
号
に
全
問
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照

し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
不
正
解
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、【
問
９
】
火
縄
銃

を
輸
出
す
る
場
合
の
手
続
き
は
、
文
化

庁
の
古
美
術
品
輸
出
鑑
査
証
明
の
ほ
か

に
、
経
済
産
業
省
の
輸
出
許
可
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
文
化
庁

の
輸
出
鑑
査
証
明
の
み
で
足
り
る

と
答
え
て
し
ま
っ
た
。
自
ら
火
縄

銃
を
輸
出
し
た
こ
と
の
な
い
身
に

と
っ
て
は
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
知
ら
な
い
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
の
が
法
律
で
あ
り
、

自
分
と
は
直
接
関
係
の
な
い
こ
と

で
も
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
他
人
の
物
を
評
価
鑑
定
す
る

鑑
定
士
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
も

あ
ろ
う
。

　
【
問
13
】
品
触
れ
を
受
け
た
時

は
、
品
触
れ
の
到
着
し
た
日
を
記

載
し
そ
の
日
か
ら
六
カ
月
間
は
こ

の
品
触
れ
を
保
存
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
筆
者

は
一
カ
月
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。

「
品
触
れ
」
と
は
、
国
語
辞
典
に

も
出
て
こ
な
い
警
察
用
語
で
あ
り
、
警

察
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
古

物
商
や
古
物
市
場
主
に
対
し
て
、
盗
品

そ
の
他
の
財
産
に
対
す
る
罪
に
当
た
る

行
為
に
よ
っ
て
領
得
さ
れ
た
も
の
（
つ

ま
り
盗
品
）
の
手
配
書
き
で
あ
る
。
こ

の
品
触
れ
に
は
盗
品
の
形
、
寸
法
、
場

合
に
よ
っ
て
は
写
真
な
ど
が
載
せ
ら
れ

て
お
り
、
盗
品
等
の
古
物
市
場
へ
の
流

入
を
防
ぎ
、
被
害
者
へ
の
回
復
を
容
易

に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度

で
あ
る
。
因
み
に
、
万
一
そ
の
品
物
を

所
持
し
て
い
た
時
は
、
そ
の
旨
を
直
ち

に
警
察
官
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、【
問
19
】
に
あ
る

よ
う
に
、
一
般
の
人
か
ら
入
手
し
た
場

合
で
被
害
者
が
返
還
請
求
を
し
て
き
た

ら
、
盗
ま
れ
た
り
遺
失
し
た
日
か
ら
二

年
以
内
で
あ
れ
ば
無
償
、
つ
ま
り
、
た

と
え
自
分
は
お
金
を
出
し
て
正
し
く
購

入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
無
条
件
で

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
不
正
解
の
う
ち
の
残
り
四

問
は
、
い
ず
れ
も
数
字
に
関
わ
る
問
題

で
、
記
憶
力
の
低
下
を
自
ら
認
め
ざ
る

を
得
な
い
と
同
時
に
、
知
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
法
律
的
に
で
は
な
く
と
も
、

日
常
の
営
業
の
中
で
必
須
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
点
も
受
験
に
取
り
組
む
こ
と

の
大
き
な
意
義
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
【
問
20
】
古
物
台
帳
の
保
存
義
務
期

間
は
三
年
で
あ
る
の
を
、
最
終
記
録
か

ら
五
年
と
答
え
た
こ
と
。【
問
91
】
平

成
二
十
九
年
一
月
現
在
、
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
刀
剣
・
刀
装
具
類

の
合
計
は
七
八
七
点
で
あ
る
の
に
、
一

二
〇
〇
と
答
え
た
。
な
お
、
平
成
三
十

年
三
月
に
、
日
光
市
の
二
荒
山
神
社
の

薙
刀
と
拵
の
五
点
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
の
で
、
現
在
は
七
九
二
点
と

な
っ
た
。【
問
92
】
重
要
美
術
品
に
認

定
さ
れ
て
い
る
刀
剣
類
は
九
九
九
点
で

あ
る
の
に
、
二
〇
〇
〇
点
と
答
え
た
こ

と
。【
問
93
】
平
成
二
十
八
年
一
月
時

点
で
、
重
要
刀
剣
に
指
定
さ
れ
て
い
る

の
は
一
万
一
五
七
一
点
で
あ
る
の
に
、

二
万
五
三
四
一
点
と
答
え
た
こ
と
。
一

〇
〇
点
満
点
で
八
〇
点
以
上
が
合
格
ラ

イ
ン
と
は
言
え
、
刀
剣
商
と
し
て
知
ら

な
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
筆

者
の
自
信
は
大
き
く
揺
ら
い
だ
。

　

問
題
は
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口

か
ら
出
題
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
回

の
一
〇
〇
問
を
通
観
す
る
に
、
①
知
っ

て
い
て
当
然
、
知
ら
な
け
れ
ば
話
に
な

ら
な
い
こ
と
。
②
知
っ
て
い
な
く
て
も

状
況
に
応
じ
て
人
に
聞
い
た
り
調
べ
た

り
す
れ
ば
事
足
り
る
こ
と
。
③
知
ら
な

く
て
も
商
売
上
何
の
不
自
由
も
な
い
こ

と
。
④
初
め
て
目
に
す
る
問
題
で
、
世

の
中
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
。
⑤
そ
ん
な
こ
と
は
ど

う
で
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
等
が

入
り
混
じ
っ
た
広
範
囲
の
知
識
を
必
要

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

今
ま
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
た

め
だ
け
に
商
売
を
し
て
き
た
し
、
自
分

の
能
力
の
範
囲
内
の
品
物
を
扱
っ
て
き

た
が
、
果
た
し
て
他
人
の
財
産
を
評

価
・
査
定
す
る
勉
強
を
し
て
き
た
で
あ

ろ
う
か
。
運
転
免
許
は
、
自
分
も
他
人

も
危
険
な
目
に
遭
わ
な
い
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
医
師
免
許
や
弁
護
士
、
理
容

師
、
は
り
指
圧
等
の
資
格
は
他
人
の
生

命
や
財
産
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た

め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
も
、

他
人
の
財
産
に
関
わ
る
こ
と
に
従
事
す

る
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の
知
識
と
資

格
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

先
に
述
べ
た
①
②
③
④
⑤
の
よ
う
な

例
は
、
ど
の
よ
う
な
国
家
試
験
や
資
格

試
験
に
も
出
て
く
る
設
問
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
も
真
摯
に
取

り
組
ん
だ
者
に
だ
け
資
格
は
授
与
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
試
験
問
題
は
、
常
時
十

人
を
超
え
る
委
員
に
よ
っ
て
一
年
半
近

く
も
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

こ
と
の
結
晶
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
改
良

し
て
理
想
の
形
に
近
づ
け
、
実
施
に
結

び
付
け
る
は
ず
で
あ
る
。
組
合
員
が
全

員
こ
の
資
格
を
得
る
こ
ろ
に
は
、
業
界

の
質
は
向
上
し
、
社
会
か
ら
の
認
知
度

も
一
段
と
高
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
も
、
次
回
の
全
問
正
解
を
目
指

し
て
、
早
速
予
習
に
取
り
掛
か
る
と
し

よ
う
。

戦
国
の
動
乱
が
築
き
上
げ
た

古
城
址
を
歩
く

22第 回
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　明

戦
国
の
動
乱
が
築
き
上
げ
た

古
城
址
を
歩
く

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

園
城

は
天
正
四
年（
一
五
七
六
）に
北
条
氏
に

攻
略
さ
れ
、
そ
の
北
条
氏
も
同
十
八
年

に
豊
臣
秀
吉
に
滅
ぼ
さ
れ
、
小
山
氏
も

全
領
が
没
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
成
立
後
の
慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）
ご
ろ
、
徳
川
の
重
臣
本

多
正
純
が
三
万
三
千
石
を
も
っ
て
小
山

に
封
ぜ
ら
れ
、

園
城
を
居
城
と
し
ま

す
が
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
宇

都
宮
に
転て

ん

封ぽ
う

と
な
り
、

園
城
は
歴
史

の
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　

園
城
の
南
に
は
後
に
、
徳
川
将
軍

家
が
日
光
社
参
に
赴
く
際
の
休
憩
施
設

「
小
山
御
殿
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
は
、
関
ヶ
原
の
戦
の
直
前
に
開
か
れ

た
「
小
山
評
定
」
の
吉
例
に
倣
っ
た
場

所
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
山
は
新
幹
線
で
東
京
か
ら
約
四
〇

分
の
所
で
す
。
休
日
の
歴
史
散
策
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
五
年
の
本
紙
第
十
二
号
に

当
地
で
の
「
小お

山や
ま

評
定
」
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続

編
と
し
て

ぎ

園お
ん

城
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

小
山
市
は
宇
都
宮
市
に
次
ぐ
県
内
第

二
の
都
市
で
、
七
カ
所
も
の
国
指
定
史

跡
の
あ
る
歴
史
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

園
城
跡
は
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
、
中
世
小
山
氏
の
居
城
跡
で
す
。

　

そ
の
名
は
京
都
の

園
牛ご

頭ず

天
王
社

（
八
坂
神
社
）
を
勧か

ん

請じ
よ
う

し
、
城
内
に
祀
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

思
川
左
岸
台
地
上
に
、
東
西
約
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

城
を
築
い
た
の
は
藤
原
秀
郷
と
も
小

山
政
光
と
も
言
わ
れ
、「
小
山
義
政
の

乱
」（
一
三
八
〇
）
の
際
に
初
め
て
文

献
に
現
れ
、
そ
の
後
、
小
山
氏
の
本
拠

に
定
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
永
享
の
乱
」（
一
四
三
八
）
や
「
結
城

合
戦
」（
一
四
四
〇
）

な
ど
、
度
重
な
る

攻
防
戦
を
経
て
拡

張
・
整
備
が
行
わ

れ
、
戦
国
の
動
乱

が
本
格
化
し
た
十

六
世
紀
中
ご
ろ
に

は
上
杉
氏
や
北
条

氏
の
来
攻
に
備
え

て
、
防
備
の
強
化

絵図からも壮大な規模がうかがえる 現在は公園として整備された祇園城跡

「刀剣評価鑑定士」第１回模試に取り組む皆さん
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公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
で
は
五
月
二
十
六
日
、「
第
九
回
新

作
日
本
刀 

研
磨 

外
装 

刀
職
技
術
展
覧

会
」
の
授
賞
式
を
挙
行
す
る
と
と
も

に
、
平
成
三
十
年
度
「
日
本
刀
名
匠
」

認
定
書
授
与
式
を
執
り
行
い
、
柳
井
俊

二
会
長
よ
り
初
め
て
の
認
定
者
と
な
る

栄
え
あ
る
十
八
名
に
対
し
認
定
証
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
刀
名
匠
」の
称
号
誕
生

の
経
緯
に
つ
い
て

　

全
国
で
四
番
目
、
刀
剣
界
と
し
て
は

初
の
公
益
財
団
法
人
に
認
定
さ
れ
た
当

協
会
で
は
、
発
足
当
初
よ
り
、
既
に
卓

越
し
た
技
量
と
作
品
実
績
を
持
っ
た
刀

職
者
に
対
し
て
の
処
遇
に
つ
い
て
検
討

し
て
は
ど
う
か
な
ど
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
ず
は
「
新
作
日
本
刀 

研

磨 

外
装 

刀
職
技
術
展
覧
会
」
の
開
催

な
ど
十
分
な
実
績
を
積
ん
だ
上
で
、
よ

り
良
い
制
度
を
作
っ
て
い
こ
う
、
と
の

方
針
を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
間
、
関
係

官
庁
ほ
か
、
各
関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
「
せ
っ
か
く
新
し
い
団
体
を
作

っ
た
の
だ
か
ら
、
一
般
の
方
に
も
理
解

し
や
す
い
名
称
を
考
え
、
処
遇
し
て
は

ど
う
か
」
な
ど
の
声
も
頂
き
、
ま
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
「
認
定
に
つ
い

て
の
素
案
策
定
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
理
事
会
な
ど
で
時
間
を
か
け
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
同
展
覧
会
も
第
九
回
開

催
を
迎
え
る
ま
で
に
な
り
、
機
も
熟
し

た
と
判
断
し
、
主
催
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

審
査
の
対
象
外
と
す
る
処
遇
で
、
新
し

く
「
日
本
刀
名
匠
」
認
定
制
度
を
作
り

ま
し
た
。
日
本
刀
名
匠
の
後
に
作
刀
・

刀
身
彫
刻
、研
磨
、刀
装
具（
鐔
・
小
道

具
）、白
銀
、鞘（
白
鞘
・
拵
下
地
・
拵
）、

柄
巻
、
鞘
塗
の
各
分
野
を
記
載
す
る
こ

と
に
よ
り
、
具
体
的
な
専
門
分
野
も
わ

か
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。「
現
代

版
刀
職
者
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
も
言
え
る

名
工
認
定
の
位
置
づ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

認
定
制
度
を
設
計
す
る
に
当
た
り
、

特
に
留
意
し
た
点
は
、

・ 

刀
剣
界
以
外
で
も
わ
か
り
や
す
く
、

広
く
国
内
外
で
も
通
用
す
る
称
号
に

す
る
こ
と

・ 

刀
職
者
の
「
名
工
の
証
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
表
記
に
す

る
こ
と

・ 

英
語
表
記
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
海
外
の
刀
剣
フ
ァ
ン
に

も
通
じ
る
表
記
に
す
る
こ
と

・ 

認
定
規
定
に
基
づ
き
正
し
い

手
続
き
の
下
、
当
代
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
刀
職
者
と
し
て
認

定
す
る
こ
と

・ 

認
定
者
の
賞
歴
・
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
順
次
公
開
す
る
こ
と

・ 

こ
れ
か
ら
の
刀
職
者
に
と
っ

て
目
標
と
な
る
位
置
づ
け
に

す
る
こ
と

　

な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
を
課
題
と
し
、
格
調
が

高
く
明
ら
か
に
日
本
刀
と
関
係

が
あ
り
、
刀
職
者
の
中
で
も
職

種
が
わ
か
る
名
称
と
し
て
「
日
本
刀
名

匠
」
と
い
う
称
号
に
い
た
し
ま
し
た
。

例
え
ば
「
日
本
刀
名
匠
（
作
刀
）」
は

英
語
表
記
で"Certified M

aster 
Japanese Swordsm

ith"

と
な
り
、

非
常
に
明
快
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
日
本
刀
名
匠
」
の
決

定
に
は
時
間
も
要
し
ま
し
た
が
、
協
会

発
足
後
、
こ
の
十
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
次
代
を
担
う

刀
職
者
に
と
っ
て
目
標
と
な
る
素
晴
ら

し
い
名
称
が
誕
生
し
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
「
日
本
刀
名
匠
」は
公
益
財
団
法
人
日

本
刀
文
化
振
興
協
会
が
関
係
官
庁
の
後

援
を
受
け
た
過
去
の
賞
歴
を
基
準
に
称

号
と
し
て
授
与
す
る
も
の
で
、
既
述
の

通
り
、
認
定
者
の
賞
歴
・
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
と
規
定
を
明
確
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
名

称
が
認
知
さ
れ
る
ま
で
は
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
認
定
書
授
与
後
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
反
応
は
非
常
に
好
印
象
で

し
た
。

　

次
代
を
担
う
刀
職
者
に
と
り
ま
し
て

新
た
な
目
標
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
刀

職
技
術
が
向
上
す
る
こ
と
は
刀
剣
愛
好

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、

刀
剣
界
に
と
っ
て
非
常
に
良
い
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
は
今
後
と

も
厳
し
く
、
ま
た
励
ま
し
の
思
い
で
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度「
日
本
刀
名
匠
」認
定
者

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

作
刀
分
野
： 

月
山
清
、
川
﨑
仁
史
、
吉

川
三
男
、
吉
原
荘
二
、
三

上
孝
徳
、
宮
入
恵

研
磨
分
野
： 

阿
部
一
紀
、
佐
々
木
卓

史
、
高
岩
節
夫
、
眞
鍋
謙

次
、
吉
田
秀
雄

白
銀
分
野
： 

宮
下
武
、
宮
島
宏

鞘
分
野
： 

剣
持
直
利
、
高
山
一
之
、

森
雅
晴
、
森
隆
浩

柄
巻
分
野
：
岡
部
久
男

「
日
本
刀
名
匠
」認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト
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益
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刀
文
化
振
興
協
会
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五
月
二
十
九
日
、
一
般
社
団
法
人
全

国
美
術
商
連
合
会
（
淺
木
正
勝
会
長
、

以
下
全
美
連
）
の
総
会
が
東
京
美
術
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
八
年
三
月
現
在
で
約
一
千
七

百
名
の
会
員
を
擁
す
る
同
会
は
、
五

都
（
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
・

金
沢
）
の
美
術
倶
楽
部
、
同
じ
く
五
都

の
美
術
商
協
同
組
合
、
現
代
美
術
・
版

画
・
洋
画
・
浮
世
絵
・
古
書
・
刀
剣
の

幹
部
二
十
六
名
の
理
事
で
構
成
さ
れ
、

美
術
商
の
た
め
の
、
ま
た
そ
の
発
展
を

通
じ
て
日
本
の
文
化
芸
術
を
振
興
し
て

い
く
た
め
の
組
織
で
あ
る
。

　

総
会
で
は
決
算
・
予
算
の
決
議
、
現

状
報
告
や
今
後
の
活
動
計
画
が
滞
り
な

く
審
議
さ
れ
た
。

　

さ
て
刀
剣
業
界
で
も
、
諸
制
度
に
対

す
る
研
究
や
陳
情
の
た
め
、
発
言
力
向

上
の
一
環
と
し
て
会
員
増
の
推
進
協
力

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

く
、
そ
れ
を
機
に
入
会
さ
れ
た
方
も
多

い
と
思
う
。
実
際
の
増
員
割
合
は
刀
剣

業
界
も
か
な
り
貢
献
し
て
お
り
、
評
価

さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
後
の
会
費
未

納
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
よ
う
で
あ
る
。

会
員
の
方
は
会
費
を
お
忘
れ
な
く
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
イ
ン
ボ
イ
ス
、
美

術
品
の
減
価
償
却
制
度
な
ど
、
今
後
も

美
術
業
界
の
発
言
力
は
継
続
さ
れ
な
け

全
美
連
総
会
開
催
さ
れ
る

全美蓮ウェブサイト

れ
ば
な
ら
な
い
。
会
員
の
義
務
も
継
続

さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

全
美
連
で
は
、
基
本
方
針
や
活
動
内

容
の
周
知
、
美
術
業
界
を
取
り
巻
く
諸

環
境
の
広
報
の
た
め
、
本
年
『
全
美
連

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
を
創
刊
し
た
。
会

員
登
録
済
み
の
方
に
は
既
に
お
手
元
に

届
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
広
報
誌
は
、
形
は
違
う
が
私
た

ち
の
『
刀
剣
界
』
の
有
用
性
が
刊
行
動

機
の
一
助
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
第
二
号

が
こ
の
夏
に
刊
行
さ
れ
る
。
双
方
と
も

に
地
道
な
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
、
継
続

さ
れ
る
と
良
い
と
思
う
。�（
伊
波
賢
一
）

　【
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合
わ
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先
】
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日
本
刀
と
腕
時
計

日
本
刀
と
腕
時
計

髙
島 

吉
童
（
刀
剣
髙
吉
）

　

時
計
と
日
本
刀
は
一
見
、
真
逆
の
品

物
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
最
近
の

時
計
を
取
り
巻
く
諸
事
情
を
見
る
と
、

と
て
も
よ
く
似
た
性
質
が
あ
り
、
共
通

点
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
刀
の
歴
史

は
古
く
、
平
安
時
代
中
期
以
降
に
美
し

い
太
刀
姿
を
確
立
し
、
そ
の
後
数
々
の

名
刀
を
輩
出
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
愛
好
者
は
根
強
く
、
ま
た
幅
広

く
、
居
合
刀
か
ら
数
千
万
円
も
す
る
古

名
刀
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
日
本
刀

を
探
し
求
め
て
い
ま
す
。

　

時
計
（
機
械
式
）
に
関
し
て
は
、
古

く
は
室
町
時
代
ま
で
の
わ
が
国
の
歴
史

の
中
で
、
時
を
刻
む
も
の
と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
腕
時
計
が
完
成
し
た
の
は
一

九
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、

な
ぜ
か
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇

年
ご
ろ
ま
で
の
製
品
を
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

物
と
呼
び
、
世
界
各
地
で
一
大
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

古
い
腕
時
計
と
言
え
ば
、
今
を
去
る

ほ
ん
の
三
十
年
ば
か
り
前
に
は
、
質
屋

さ
ん
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
と
て
も
安
く

数
多
く
陳
列
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
今
や
何
百
万
円
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
は
億
の
値
段
で
取
引
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。
私
も
業
者

用
展
示
即
売
会
Ｉ
Ｗ
Ｊ
Ｇ
ア
メ
リ
カ
の

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
か
ら
現
行
物
ま
で
近
年
驚
く

ほ
ど
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

IWJG のショー風景

　

刀
剣
の
愛
好
者
に
も
時
計
好
き
な
方

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
も
好
き
で
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
代
表
的

な
ブ
ラ
ン
ド
で
言
え
ば
、
ロ
レ
ッ
ク
ス
、

パ
テ
ッ
ク
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
、
バ
セ
ロ
ン
な
ど

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
ス
ポ
ー
ツ
モ
デ

ル
、
例
え
ば
手
巻
の
デ
イ
ト
ナ
、
そ
の

中
で
も
ポ
ー
ル･

ニ
ュ
ー
マ
ン･

モ
デ
ル

と
称
す
る
、
文
字
盤
が
白
黒
で
あ
っ
さ

り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
だ
っ
た
ポ
ー
ル･

ニ
ュ
ー
マ
ン

が
腕
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
モ
デ
ル

な
ど
は
、
と
て
つ
も
な
い
高
値
で
取
引

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

刀
は
保
存
刀
剣
、
特
別
保
存
刀
剣
、

そ
こ
か
ら
重
要
刀
剣
、
さ
ら
に
特
別
重

要
刀
剣
と
段
階
を
踏
ん
で
い
わ
ゆ
る
出

世
し
て
い
く
と
、
取
引
さ
れ
る
値
段
も

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
時
計
に
は
等
級

を
表
す
証
書
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
間
違

い
な
く
出
世
し
て
い
く
ブ
ラ
ン
ド
は
存

在
し
ま
す
。

　

私
自
身
両
方
の
業
者
と
い
う
位
置
に

い
て
、
と
て
も
よ
く
似
た
性
質
を
持
っ

た
特
殊
な
業
界
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

研
磨
を
し
、
ま
た
オ
ー
バ
ホ
ー
ル
す
れ

ば
美
し
く
蘇
り
、
ち
ゃ
ん
と
手
入
れ
を

し
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も
綺
麗
な
状
態

を
保
て
る
と
こ
ろ
も
似
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
刀
は
時
計
ほ
ど
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
計
の

よ
う
に
も
っ
と
世
界
に
認
め
ら
れ
、
数

多
く
の
愛
好
家
・
収
集
家
が
出
て
く
れ

ば
、
価
値
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
ど
も
業
者
が

も
っ
と
頑
張
り
、
日
本
国
の
み
な
ら
ず
、

世
界
へ
向
け
て
の
発
信
活
動
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
計
の
世
界
と
刀
の
世
界
の
共
通
点

を
も
っ
と
事
細
か
に
説
明
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
限
り
あ
る
ス
ペ
ー
ス
で
す

の
で
、
ま
た
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ポール・ニューマン・モデル（左）とパテック
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孝
子

が
あ
る
と
い
う
。
漠
然
と
高
野
山
に
行
っ

た
と
こ
ろ
で
、
清
麿
の
墓
が
簡
単
に
見
つ

か
る
は
ず
も
な
い
。

　

そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
問
い
合
わ

せ
を
し
、
よ
う
や
く
あ
る
方
に
た
ど
り
着

い
た
。
そ
の
方
は
今
か
ら
六
年
ほ
ど
前
、
定

年
退
職
後
、
高
野
山
に
入
山
し
て
修
行
を

重
ね
、
僧
侶
に
な
ら
れ
た
松
田
義
光
さ
ん

で
あ
る
。
氏
は
大
の
愛
刀
家
で
あ
り
、
私
も

面
識
が
あ
っ
た
。
現
在
は

高
野
聖
で
有
名
な
苅か

る

萱か
や

堂ど
う

で
堂
守
を
さ
れ
て
い
る
。

　

虹
雅
堂
の
笠
原
康
正
さ

ん
に
松
田
さ
ん
の
電
話
を

調
べ
て
い
た
だ
き
、
早

速
に
連
絡
し
て
み
る
と
、

「
清
麿
の
墓
は
承
知
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で

く
だ
さ
い
」
と
の
吉
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

早
々
に
予
定
を
立
て
、

ホ
テ
ル
や
宿
坊
の
予
約
を

取
り
、
五
月
二
十
日
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　

新
幹
線
で
大
阪
に
行
き
、
御
堂
筋
線
な

ん
ば
駅
へ
、
さ
ら
に
南
海
高
野
線
に
乗
り

換
え
、
そ
の
日
は
高
野
山
の
麓
の
橋
本
駅

近
く
に
宿
泊
し
た
。

　

翌
朝
は
橋
本
駅
か
ら
高
野
線
で
極
楽
橋

駅
ま
で
行
く
。
途
中
、
真
田
幸
村
ゆ
か
り

の
九く

度ど

山や
ま

を
過
ぎ
、
電
車
は
さ
ら
に
急
勾

配
の
軌
道
を
き
し
む
音
を
立
て
な
が
ら
登

っ
て
い
く
。
極
楽
橋
駅
か
ら
今
度
は
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
換
え
、
一
気
に
標
高
九

百
メ
ー
ト
ル
の
高
野
山
駅
へ
と
向
か
っ
た
。

　

高
野
山
駅
を
降
り
る
と
、
僧
侶
姿
の

松
田
さ
ん
が

に
こ
や
か
に

出
迎
え
て
く

だ
さ
っ
て
い

た
。

　

そ
こ
か
ら

車
で
約
十
五

分
、
苅
萱
堂

に
到
着
し

た
。
お
堂
で

お
い
し
い
お

茶
を
頂
い
た

後
、
い
よ
い

　

高
野
山
に
は
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と
、

前
々
か
ら
思
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
一

つ
に
、
栗
原
信
秀
が
師
で
あ
る
源
清
麿
の

た
め
に
建
立
し
た
墓
を
お
参
り
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。

　

信
秀
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
か
ら

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
四
年
間
、

幕
府
の
御
用
の
た
め
に
大
坂
に
滞
在
し
、

数
多
く
の
名
刀
を
鍛
え
て
い
る
。
そ
の
間
、

慶
応
元
年
五
月
二
日
に
筑
前
守
を
受
領
。

墓
碑
の
左
側
面
に
「
筑
前
守
」
の
文
字
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
建
立
は
慶
応
二
、
三
年

と
察
せ
ら
れ
る
。

　

墓
銘
は
正
面
に
「
山
浦
清
麿
之
墓
」
と

あ
り
、
左
側
面
は
「
東
都　

栗
原
筑
前
守

平
信
秀
建
之
」
と
読
め
る
が
、
右
側
面
の

「
安
政
元
卯マ

マ

年
十
一
月
十
四
日
寂
」
は
現

在
苔
に
覆
わ
れ
て
判
読
し
ず
ら
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、『
栗
原
筑
前
守
信
秀
の
研
究
』

（
昭
和
五
十
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
信
秀
は

墓
石
の
建
立
と
同
時
に
、
高
野
山
の
中
に

あ
る
蓮
華
定
院
に
清
麿
の
永
代
供
養
の
た

め
の
位
牌
を
納
め
て
い
る
。
そ
の
裏
側
に

「
東
都
本
郷
春
木
町
二
丁
目
栗
原
筑
前
守

平
信
秀
」
と
あ
り
、
当
時
、
本
郷
に
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
信
秀
は
大
坂
滞
在
中
に

高
野
山
を
訪
れ
て
清
麿
の
墓
を
建
立
し
て

お
り
、
い
か
に
師
匠
思
い
で
あ
っ
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
、
信
秀
が
ま
す
ま
す

好
き
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
清
麿
の
墓
を
参
拝
し
た
く

て
も
、
そ
れ
が
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
が

心
配
に
な
っ
た
。
何
せ
高
野
山
に
は
二
十

万
基
を
超
え
る
墓
碑
や
供
養
塔
、
慰
霊
碑

よ
清
麿
の
墓
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

歩
い
て
十
分
ほ
ど
の
所
に
奥
の
院
入
り

口
の
一
の
橋
が
あ
る
。
小
さ
な
一
の
橋
を

渡
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
神
聖
な
場
所
へ
と

一
変
す
る
。
凜
と
し
た
空
気
が
漂
い
、
背

筋
が
ピ
ン
と
伸
び
る
思
い
が
す
る
。
奥
の

院
ま
で
約
二
キ
ロ
の
石
畳
が
続
く
。
樹
齢

数
百
年
の
杉
の
巨
木
が
天
を
突
き
、
空
は

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
青
い
。

　

最
初
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
の
は
、
薩
摩

島
津
家
の
墓
所
で
あ
る
。
高
さ
六
、
七
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
だ
ろ
う
か
、
巨
大
な
石
で

作
っ
た
供
養
塔
が
何
基
も
建
っ
て
い
た
。

松
田
氏
に
よ
れ
ば
、
大
き
な
塔
の
中
は
空

洞
だ
と
か
。
諸
大
名
が
競
っ
て
供
養
塔
を

建
立
し
た
の
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
奨
励

に
よ
る
も
の
で
あ
る
等
々
、
僧
職
で
な
け

れ
ば
知
り
得
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い

話
を
伺
い
な
が
ら
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で

い
く
。

　

十
五
分
ほ
ど
歩
く
と
、
右
側
に
石
田
三

成
の
墓
所
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
清
麿
の

墓
は
あ
っ
た
。

　
「
冥
賀
さ
ん
、
こ
こ
で
す
よ
！　

こ
こ

で
す
よ
！
」。
清
麿
の
墓
が
眼
前
に
現
れ

た
そ
の
瞬
間
、
胸
に
こ
み
上
げ
る
も
の
を

覚
え
た
。

　

そ
の
横
に
は
、
清
麿
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

深
く
研
究
も
し
、
清
麿
を
世
に
送
り
出
し

た
藤
代
義
雄
先
生
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ

っ
た
。
昭
和
四
十
六
年
六
月
六
日
、
二
十

七
回
忌
に
合
わ
せ
、
有
志
百
余
名
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
裏
側

に
は
、
清
麿
を
最
も
愛
し
た
斎
藤
一
郎
さ

ん
の
名
を
先
頭
に
、
当
時
の
愛
刀
家
、
研

究
者
、
刀
職
者
、
刀
剣
商
、
藤
代
松
雄
先

生
の
門
人
ら
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

墓
所
を
き
れ
い
に
清
掃
し
た
後
、
線
香

を
手
向
け
、
松
田
僧
侶
の
読
経
が
営
ま
れ

た
。
清
麿
・
義
雄
両
先
生
に
刀
剣
界
の
こ

と
を
お
願
い
し
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
奥
の

院
へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　

ま
た
、
な
か
な
か
歩
い
て
は
い
け
な
い

女
人
堂
や
徳
川
家
霊
台
・
大
門
な
ど
に
も

車
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
日
は
早

め
に
宿
坊
で
あ
る
福
智
院
に
向
か
っ
た
。

夕
刻
五
時
に
は
精
進
料
理
を
頂
き
、
早
々

と
就
寝
。
翌
朝
は
五
時
に
起
床
し
、
本
堂

に
て
朝
の
読
経
な
ど
、
宿
坊
な
ら
で
は
の

良
い
体
験
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

も
う
一
度
奥
の
院
に
出
か

け
て
み
た
。
早
朝
の
た
め
参

拝
者
の
姿
は
な
く
、
ゆ
っ
く

り
と
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
後
は
、
高
野
山
の

中
心
部
に
あ
る
金こ

ん

剛ご
う

峯ぶ

寺じ

・

壇
上
伽
藍
・
霊
宝
館
な
ど
を

参
拝
し
、
午
後
三

時
ご
ろ
家
路
に
就

い
た
。

　

高
野
山
は
今
か

ら
千
二
百
年
前
の
平
安
時
代

に
、
弘
法
大
師
（
空
海
上
人
）

が
真
言
密
教
の
根
本
道
場
と
し

て
開
創
さ
れ
た
聖
地
で
す
。

　

私
も
七
十
歳
を
過
ぎ
、
足
腰

の
丈
夫
な
う
ち
に
と
思
い
、
家

内
と
二
人
で
出
か
け
て
き
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
本
当

に
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。

　

高
野
山
に
行
か
れ
ま
し
た
ら
、

清
麿
・
藤
代
義
雄
両
先
生
を
ぜ

ひ
お
参
り
し
て
く
だ
さ
い
。
一

の
橋
か
ら
入
っ
て
十
五
分
ほ
ど

で
着
き
ま
す
。
石
畳
の
右
側
に

「
山
浦
清
麿
墓
所
」「
鑑
定
家
藤

代
義
雄
碑
」
と
石
柱
が
建
っ
て

い
ま
す
。
万
一
通
り
過
ご
し
て

し
ま
っ
た
ら
、「
汗
か
き
地
蔵

尊
」
や
「
姿
見
の
井
戸
」
の
あ

る
中
の
橋
の
手
前
と
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
今
回
の
旅
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
苅
萱
堂

の
松
田
義
光
氏
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。�（
冥
賀
吉
也
）

和
歌
山
県
・
高
野
山

天
空
の
聖
地
に
眠
る
清
麿
の
墓
を
訪
ね
て

清麿の墓（右手前）と藤代義雄碑（奥）

壇上伽藍前にて松田義光さん（右）と筆者
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で
作
刀
界
の
最
高
位
で
あ
る
無
鑑
査
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
刀
保
の
各
種
研
修
会
で
の

講
師
や
、
新
作
名
刀
展
（
現
名
称
：
現
代

刀
職
展
）
で
の
審
査
員
な
ど
を
歴
任
し
、

高
潔
な
人
格
と
指
導
力
の
高
さ
に
は
定
評

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
哀
悼
の
誠
を
心
よ
り
捧
げ
、

吉
原
義
一
刀
匠
の
名
作
を
展
示
し
、
そ
の

人
柄
と
功
績
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

氏
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

　

平
成
三
十
年
五
月
一
日
、
斯
界
の
宝
で

あ
り
今
後
も
大
い
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
た
、
吉
原
義
一
無
鑑
査
刀
匠
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
五
十
一
歳
で
し
た
。

　

吉
原
義
一
氏
は
昭
和
四
十
二
年
に
吉
原

義
人
無
鑑
査
刀
匠
の
子
息
と
し
て
生
を
受

け
ま
し
た
。
ま
さ
に
作
刀
界
の
名
門
中
の

名
門
と
い
え
る
環
境
で
育
っ
た
の
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
正
式
に
父
の
元
に
入
門

し
研
鑽
を
積
み
、
備
前
伝
の
技
を
身
に
つ

け
ま
し
た
。
新
作
名
刀
展
に
は
平
成
二
年

に
初
出
品
し
新
人
賞
を
獲
得
、
そ
の
後
平

成
六
年
か
ら
は
特
賞
を
連
続
十
年
に
わ
た

り
受
賞
、
史
上
最
年
少
三
十
六
歳
の
若
さ

吉
原
義
一
氏
を
偲
ん
で 　

な
お
六
月
二
十
三
日
、
第
一
ホ
テ
ル
両

国
に
お
い
て
「
お
別
れ
の
会
」
が
開
か
れ
、

関
係
者
多
数
が
吉
原
氏
を
し
の
び
ま
し
た
。

次
掲
は
席
上
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
を
代
表
し
て
、
た
た
ら
・

伝
統
文
化
課
長
黒
滝
哲
哉
氏
が
読
ま
れ
た

弔
辞
で
す
。

　
　
　
訃
　
報

■
当
組
合
賛
助
会
員
、
公
益
財
団
法
人
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会「
現
代
刀
職
展
」
作

刀
の
部
無
鑑
査
、
刀
匠
の
吉
原
義
一
氏
に

は
、
五
月
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
五
十
一
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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九
月
に
京
都
国
立
博
物
館
初
と
な
る

刀
剣
特
別
展
「
京み

や
こ

の
か
た
な
―
匠
の
わ

ざ
と
雅
の
こ
こ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
る
。

発
行
が
そ
の
直
前
と
な
る
本
紙
今
号
で

は
、
現
時
点
ま
で
発
表
さ
れ
た
同
展
の

最
新
情
報
を
紹
介
し
、
担
当
学
芸
員
に

意
気
込
み
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

公
式
発
表
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
は

「
本
展
で
は
、
現
存
す
る
京
都
＝
山
城
系

鍛
冶
の
作
品
の
う
ち
、
国
宝
指
定
作
品

の
ほ
ぼ
全
て
と
…
…
」
と
、
い
き
な
り

度
肝
を
抜
く
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
す
る
。

　

過
去
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
特
別
展

が
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
国
宝
指
定
品

を
ほ
ぼ
全
て
と
銘
打
っ
た
展
覧
会
は
聞

き
及
ん
だ
記
憶
が
な
く
、
さ
ら
に
そ
の

後
に
は
「
平
安
か
ら
平
成
に
至
る
ま

で
」
と
、
こ
れ
ま
た
と
ん
で
も
な
い
時

代
を
網
羅
し
て
お
り
、
百
二
十
年
の
歴

史
を
持
つ
京
都
国
立
博
物
館
が
開
催
す

る
初
の
刀
剣
特
別
展
と
し
て
の
気
合
の

程
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
各
時
代
の
刀
工
た
ち
が
地
域

社
会
で
ど
の
よ
う
な
立
場
、
環
境
の

下
、
創
作
活
動
を
行
っ
た
か
を
紹
介
す

る
た
め
、
刀
工
た
ち
の
地
位
向
上
に
か

か
わ
っ
た
後
鳥
羽
上
皇
ゆ
か
り
の
品

や
、
上
皇
自
ら
の
作
と
伝
え
る
「
菊
御

作
」、
さ
ら
に
公
家
や
武
家
の
肖
像
画

特
別
展「
京
の
か
た
な
│
匠
の
わ
ざ
と
雅
の
こ
こ
ろ
」開
催
迫
る

京
都
国
立
博
物
館

―
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
？

　

昭
和
四
十
年
代
の
刀
剣
ブ
ー
ム
と
言

わ
れ
た
時
代
を
ピ
ー
ク
に
、
わ
が
国
で

の
刀
剣
へ
の
関
心
は
失
わ
れ
て
き
て
し

ま
っ
た
。
当
時
を
牽
引
し
た
先
生
方
も

多
く
が
現
役
を
引
退
し
、
今
の
う
ち
に

展
覧
会
を
企
画
・
開
催
し
な
け
れ
ば
、

諸
先
輩
方
の
教
え
を
受
け
そ
の
知
見
を

次
世
代
の
研
究
成
果
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
危
惧
が
あ
り
、
実
現
は
急
務
だ
っ
た
。

―
刀
剣
乱
舞
の
ヒ
ッ
ト
で
刀
剣
ブ
ー
ム

が
再
来
し
て
い
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
偶

然
で
す
か
？

　

折
し
も
企
画
を
練
っ
て
い
る
時
期
に

新
た
な
盛
り
上
が
り
が
出
て
き
て
く
れ

た
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

近
年
に
わ
か
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
刀
剣
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た

㈱
ニ
ト
ロ
プ
ラ
ス
（
刀
剣
乱
舞
）
の
協

力
は
、
今
回
も
大
き
な
集
客
効
果
を
生

ん
で
く
れ
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
る
。

　

今
で
は
刀
剣
の
展
覧
会
に
ニ
ト
ロ
プ

ラ
ス
の
協
力
は
必
須
と
な
り
、
そ
の
集

客
効
果
の
絶
大
さ
か
ら
、
筆
者
の
元
に

も
頻
繁
に
各
地
の
美
術
館
、
博
物
館
か

ら
仲
介
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
思
い
起
こ
せ
ば
三
年
前
、
最
初
に

コ
ラ
ボ
企
画
に
挑
戦
し
、
今
の
流
れ
を

作
り
上
げ
た
張
本
人
こ
そ
、
こ
の
京
都

国
立
博
物
館
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。 

「
展
覧
会
と
刀
剣
乱
舞
」
ブ
ー
ム

の
火
付
け
役
と
な
っ
た
本
丸
で
は
今

回
、
ど
の
よ
う
な
挑
戦
的
な
企
画
が
練

ら
れ
て
い
る
の
か
。
今
か
ら
楽
し
み
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
は
ま
た
異
次
元
の
賑

わ
い
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

■�

京
の
か
た
な
―
匠
の
わ
ざ
と
雅
の
こ
こ
ろ

会�

期
：
九
月
二
十
九
日
㈫
～
十
一
月
二
十

五
日
㈰　

月
曜
休
館
、
た
だ
し
十
月
八

日（
月
・
祝
）は
開
館
、
翌
九
日
㈫
休
館

会 

場
：
京
都
国
立
博
物
館 
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や
肖
像
彫
刻
に
表
さ
れ
て
い
る
武
装
と

そ
れ
に
類
似
す
る
刀
剣
、
さ
ら
に
は
伊

藤
若
沖
筆
の
「
伏
見
人
形
図
」
や
、
千

種
有
功
ら
本
業
の
か
た
わ
ら
作
刀
を
行

っ
た
公
家
や
大
名
の
作
品
も
取
り
上
げ

る
。
加
え
て
、
武
家
文
化
だ
け
で
な

く
、
公
家
・
町
衆
を
含
め
た
京
文
化
の

中
で
、
刀
工
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
に

迫
る
な
ど
、
京
都
国
立
博
物
館
ら
し
い

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
作
品
選
別
と
そ
の
展

開
に
も
大
い
に
期
待
が
募
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

こ
の
展
覧
会
を
企
画
し
、
実
現
に
至

ら
せ
た
の
が
京
都
国
立
博
物
館
企
画
室

研
究
員
・
末
兼
俊
彦
氏
で
あ
る
。
優
れ

た
行
動
力
と
決
断
力
、
若
手
ら
し
か
ら

ぬ
豊
富
な
知
識
量
と
卓
越
し
た
手
腕
で

内
外
か
ら
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
同
氏
に

本
展
覧
会
開
催
に
か
け
る
意
気
込
み
を

聞
い
た
。

―
本
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
は
？

　

三
条
宗
近
や
菊
御
作
と
い
っ
た
大
変

貴
重
な
作
品
群
を
は
じ
め
、
来
派
の
作

品
に
関
し
て
は
国
宝
指
定
品
は
ほ
ぼ
全

て
を
、
粟
田
口
の
六
兄
弟
は
も
と
よ
り

藤
四
郎
吉
光
に
関
し
て
は
十
三
点
以
上

と
、
名
品
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

―
特
に
注
目
し
て
も
ら
い
と
こ
ろ
は
？

　

単
に
素
晴
ら
し
い
名
品
が
並
ぶ
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
美
術
史
の
観
点
か

ら
見
て
、
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
歴
史
、

文
化
、
名
品
が
与
え
た
文
化
へ
の
影
響

と
い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
絵
巻
や
各

種
資
料
を
用
い
て
鑑
賞
し
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

国
宝
　
太
刀
　
銘 

則
国
　
京
都
国
立
博
物
館
蔵

担当する末兼研究員

出品予定作品

記者発表
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あ
り
ま
す
。
ま
た
、
天
守
の
最
上
階
に

廻ま
わ
り

縁え
ん

（
ベ
ラ
ン
ダ
の
ご
と
き
も
の
）
が

あ
る
の
も
古
い
形
式
の
造
り
ら
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
残
っ
て
い
る
十
二
天
守
の
う

ち
、
廻
縁
の
あ
る
の
は
、
戦
国
期
か
ら

慶
長
の
初
期
に
造
ら
れ
た
丸
岡
城
と
彦

根
城
と
犬
山
城
、
そ
れ
に
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）の
火
事
で
焼
け
た
後
再
建

さ
れ
た
高
知
城
の
み
。
ち
な
み
に
高
知

城
の
再
建
は
、
慶
長
期
の
も
の
と
同
じ

構
造
・
意
匠
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

天
守
に
登
っ
て
み
る
と
、
広
さ
は
十

畳
間
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

内
堀
・
外
堀
と
も
に
埋
め
ら
れ
、
今
は

民
家
や
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
の
だ
ろ
う
と
係
員
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
、
こ
の
お
城
は
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
、
外
堀
ま
で
含

め
た
土
地
・
建
物
が
す
べ
て
民
間
に
廉

価
で
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
天
守
は
そ
の
ま
ま
の
状
態

が
残
り
、
明
治
三
十
四
年
に
持
ち
主
が

丸
岡
町
に
寄
付
、
町
で
は
こ
れ
を
改
修

し
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
国
宝

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
重
要

文
化
財
で
す
。

　
「
一
筆
啓
上　

火
の
用
心　

お
仙
泣

か
す
な　

馬
肥
や
せ
」
な

る
簡
潔
明
瞭
で
有
名
な
手

紙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

徳
川
家
康
に
幼
少
時
か
ら

仕
え
た
本
多
作
左
衛
門
重

次
（
鬼
作
佐
）
が
長
篠
の

戦
の
陣
中
か
ら
留
守
家
族

に
宛
て
た
手
紙
で
、「
お

仙
」
と
は
仙
千
代
、
つ
ま

り
丸
岡
藩
初
代
藩
主
の
本

多
飛
驒
守
成
重
の
幼
名
で

す
。
こ
の
手
紙
に
ち
な
ん

で
、
同
地
で
は
平
成
四
年

か
ら
日
本
一
短
い
手
紙
の

コ
ン
ク
ー
ル
「
一
筆
啓
上

　

福
井
市
と
彦
根
市
に
続
け
て
出
張
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
丸
岡
城
（
別

名
霞
ヶ
城
。
福
井
県
坂
井
市
丸
岡
町
霞

町
）
と
彦
根
城
（
別
名
金こ

ん

亀き

城
。
滋
賀

県
彦
根
市
金
亀
町
）
に
足
を
延
ば
し
て

き
ま
し
た
。

　

最
初
の
福
井
市
の
仕
事
は
土
曜
日
だ

っ
た
の
で
、
金
曜
日
午
前
に
大
宮
を
出

発
し
ま
し
た
。
何
し
ろ
現
存
十
二
天
守

の
中
で
、
交
通
の
便
が
一
番
悪
い
の
が

丸
岡
城
な
の
で
す
。
新
幹
線
で
金
沢
に

着
い
て
か
ら
特
急
に
乗
り
換
え
、
四
十

分
ほ
ど
で
芦あ

原わ
ら

温
泉
に
到
着
。
丸
岡
城

は
そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
三
千
五
百
円
。

　

こ
の
お
城
は
天
正
四
年（
一
五
七
六
）

柴
田
勝
家
の
養
子
（
一
説
に
は
甥
）
の

勝
豊
が
、
勝
家
の
本
城
で
あ
る
北
ノ
庄

城
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
城
と
し
て
築
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
勝
家
の
主
君
で

あ
る
織
田
信
長
は
北
陸
方
面
の
抵
抗
勢

力
（
一
向
一
揆
）
と
対
峙
す
る
緊
迫
し

た
状
況
に
あ
り
、
そ
の
最
前
線
基
地
と

な
る
の
が
丸
岡
城
の
役
割
で
し
た
。

　

支
城
の
任
務
は
敵
の
動
き
を
牽
制
し
、

万
が
一
攻
め
ら
れ
た
ら
、
援
軍
が
来
る

ま
で
踏
み
と
ど
ま
る
こ
と
。
で
す
か
ら
、

華
美
に
見
せ
る
必
要
は
な
く
、
実
戦
的

な
の
で
す
。
質
素
で
慎
ま
し
い
印
象
も

重
文
丸
岡
城
と
国
宝
彦
根
城
を
見
に
行
く

4
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賞
」
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
初
代
藩
主
に
ち
な
む
話
題
と

し
て
は
、
越
前
康
継
を
ぜ
ひ
取
り
上
げ

て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
成
重
は
慶

長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
ご
ろ
か
ら
康

継
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、「
本

多
飛
驒
守
所
持
内
」
と
銘
し
た
作
刀
が

増
え
て
き
ま
す
。

　

佐
藤
寒
山
先
生
の
『
康
継
大
鑑
』
に

は
、
重
要
美
術
品
五
点
を
含
む
同
銘
の

作
品
計
十
九
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
名
物
若
江
正
宗
写
し
で
、「
於
豊

原
」
と
丸
岡
城
郊
外
の
地
名
を
刻
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。「
本
多
飛
驒
守
成

重
と
越
前
康
継
」
展
の
開
催
が
実
現
さ

れ
る
な
ら
興
味
津
々
で
す
。

　

そ
の
後
、
本
多
家
は
四
代
重
益
の

時
代
に
お
家
騒
動
が
起
こ

り
、
幕
府
の
裁
定
に
よ
り

改
易
。
代
わ
っ
て
有
馬
清

純
が
入
城
し
、
有
馬
家
は

幕
末
ま
で
八
代
続
き
ま
し

た
。

　

翌
日
は
福
井
駅
近
く
の

ビ
ル
で
仕
事
を
し
、
彦
根

に
移
動
し
ま
し
た
。

　

日
曜
日
の
朝
、
彦
根
城

を
訪
れ
ま
し
た
。
彦
根
城

は
八
時
半
か
ら
見
学
が
で

き
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

小
生
の
仕
事
は
十
一
時
半

か
ら
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り

見
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
甘
か
っ
た
。

一
昨
日
見
た
の
が
、
現
存
十
二
天
守
の

う
ち
で
一
番
狭
い
お
城
、
本
日
は
一
番

広
い
お
城
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

彦
根
城
は
関
ヶ
原
の
戦
の
後
、
す
ぐ

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
東
西
を

結
ぶ
大
動
脈
が
走
る
所
な
の
で
す
。
そ

こ
で
徳
川
家
康
は
、
大
坂
城
の
豊
臣
秀

頼
や
そ
の
一
派
を
牽
制
す
る
と
い
う
軍

事
的
な
役
割
に
加
え
、
徳
川
家
の
権
力

と
威
厳
を
見
せ
つ
け
、
新
時
代
の
到
来

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
彦
根
城
に
託

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
彦
根
城
は
広
い
で
す
。

天
守
に
到
着
す
る
ま
で
十
五
分
ぐ
ら
い

歩
き
ま
す
が
、
そ
の
間
に
橋
や
櫓
や
門

が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
す
べ
て
防
御
用

の
仕
掛
け
が
あ
る
か
ら
、
攻
め
込
む
際

の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
す
。

　

よ
う
や
く
天
守
に
着
き
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
西
の
丸
の
三
階
櫓
。
さ
ら
に
井

戸
郭
を
経
由
、
黒
門
に
出
て
、
大
池
泉

回
遊
式
の
庭
園
・
玄
宮
楽
々
園
を
拝
見
。

そ
れ
か
ら
表
御
殿
跡
に
あ
る
彦
根
城
博

物
館
と
、
三
時
間
で
は
と
て
も
足
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

中
で
も
博
物
館
は
立
派
な
も
の
で
し

た
。
展
示
は
、
井
伊
の
赤
備
、
刀
剣
と

武
具
、
茶
道
具
、
書
画
、
陶
磁
器
、
地

元
の
湖
東
焼
、
そ
し
て
能
の
面
・
装
束

と
部
門
に
分
か
れ
、
数
量
も
多
く
て
見

切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

丸
岡
城
の
往
復
で
乗
車
し
た
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
さ
ん
は
い
ず
れ
も
、
丸
岡

城
や
本
多
氏
に
対
し
て
さ
し
た
る
思
い

入
れ
も
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
彦
根
で

は
一
転
、
饒
舌
で
し
た
。

　
「
井
伊
の
先
代
の
殿
さ
ん
が
市
長
に

立
候
補
し
た
時
は
、
こ
っ
ち
の
方
が
頭

下
げ
と
っ
た
わ
。
得
票
率
は
九
割
以
上

や
っ
た
で
」「
今
の
殿
さ
ん
は
学
者
さ

ん
な
ん
や
け
ど
、
う
ち
の
車
に
よ
く
乗

っ
て
く
れ
る
ん
や
」

　

井
伊
家
は
今
も
、
旧
領
主
と
し
て
理

想
的
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

丸
岡
城
と
彦
根
城
、
そ
れ
ぞ
れ
に
味

が
あ
り
、
楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
持
田
具
宏
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彦根城天守（彦根観光協会提供）

〈
木
屋
賞
〉
藤
代
龍
哉

〈
竹
屋
賞
〉
各
務
弦
太

〈
千
葉
賞
〉
多
田
芳
徳

〈
薫
山
賞
〉
菊
池
真
修

〈
寒
山
賞
〉
小
川
和
比
古

〈
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
会
長
賞
〉
松
村
壮
太
郎

〈
優
秀
賞
〉
神
山
貴
恵
・
柏
木
良
・
松

尾
清
健

〈
努
力
賞
〉
要
堺
市
郎
・
諸
富
剛
・
阿

部
義
貞
・
是
澤
光
昌
・
井
上
聡
・
細
川

正
勝
・
柿
沼
進
一
・
村
上
一
郎

☆
平
造
の
部

〈
優
秀
賞
〉
平
井
隆
守
・
真
津
仁
彰

〈
努
力
賞
〉
黒
本
瑠
美
・
神
山
貴
恵
・

柏
木
良

●
白
鞘
の
部

〈
優
秀
賞
〉
永
洞
修

〈
努
力
賞
〉
河
合
広
明
・
大
槻
良
一

●
刀
装
の
部

〈
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
会
長
賞
〉
久
保
純
一

〈
努
力
賞
〉
福
士
繁
雄
・
久
保
謙
太
郎

●
柄
前
の
部

〈
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
会
長
賞
〉
伊
藤
俊
克
・
橋
本
幸
律

〈
優
秀
賞
〉
飯
山
隆
司
・
久
保
純
一

〈
努
力
賞
〉
平
山
直
弥
・
山
田
真
也
・

北
岡
幸
治
・
矢
倉
聡
一
・
久
保
謙
太
郎

●
白
銀
の
部

〈
優
秀
賞
〉
宮
本
恒
之
・
三
島
幹
則

〈
努
力
賞
〉
柿
沼
進
一
・
野
口
裕
弘

　

な
お
「
現
代
刀
職
展
」
は
次
の
三
館

で
巡
回
展
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

■
刀
剣
博
物
館
＝
墨
田
区
横
網
一-

一
二-

九　

☎
〇
三-

六
二
八
四-

一
〇
〇
〇　

七

月
二
十
一
日
㈯
～
十
月
二
十
四
日（
月･

祝
）

■
致
道
博
物
館
＝
山
形
県
鶴
岡
市
家
中
新

町
一
〇-

一
八　

☎
〇
二
三
五-

二
二-

一

一
九
九　

十
月
二
十
四
日
㈬
～
十
一
月
十

五
日
㈭

■
森
記
念
秋
水
美
術
館
＝
富
山
市
千
石
町

一-

三-

六　

☎
〇
七
六-

四
二
五-

五
七
〇

〇　

十
一
月
二
十
三
日（
金･

祝
）
～
十
二

月
十
六
日
㈰

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
で
は
こ
の
ほ

ど
二
〇
一
八
年
度
「
現
代
刀
職
展
」
の

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
を
二
度
に
分
け
て
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
発
表
し
た
。

　

従
来
、「
新
作
名
刀
展
」
は
作
刀
・

刀
身
彫
・
彫
金
を
、
ま
た
「
刀
剣
研

磨
・
外
装
技
術
発
表
会
」
は
研
磨
・
白

鞘
・
刀
装
・
柄
前
・
白
銀
を
対
象
と
し

て
、
伝
統
技
術
の
保
存
と
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
現
代
技
術
の
優
秀
さ
を
広

め
、
文
化
財
と
し
て
の
刀
剣
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し

て
き
た
が
、
今
後
は
「
現
代
刀
職
展
」

と
し
て
両
者
の
合
同
開
催
と
し
、
各
部

門
の
作
品
展
示
を
通
し
て
刀
剣
が
多
く

の
職
人
の
手
に
な
る
総
合
芸
術
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

　

部
門
別
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

●
作
刀
の
部

☆
太
刀･

刀･

脇
指･

薙
刀･

槍
の
部

〈
高
松
宮
記
念
賞
〉
髙
見
一
良

〈
薫
山
賞
〉
小
宮
早
陽
光

〈
寒
山
賞
〉
加
藤
賀
津
雄

〈
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
会
長
賞
〉
髙
橋
祐
哉

〈
優
秀
賞
〉
曽
根
寛
・
森
國
利
文

〈
努
力
賞
〉
上
畠
誠
・
小
宮
治
氣
・
木

村
光
宏
・
北
川
哲
士
・
松
川
隆
・
高
田

欣
和
・
黒
本
知
輝
・
宮
城
朋
幸
・
羽
岡

慎
仁
・
宮
下
輝
・
杉
山
俊
雄

☆
短
刀･

剣
の
部

〈
優
秀
賞
〉
満
足
浩
次
・
石
田
智
久
・

新
保
基
治

〈
努
力
賞
〉
髙
橋
祐
哉
・
安
藤
祐
介
・

高
田
欣
和
・
佐
々
木
直
彦

●
刀
身
彫
の
部

〈
優
秀
賞
〉
柏
木
幸
治
・
入
江
万
里

●
彫
金
の
部

〈
薫
山
賞
〉
川
島
義
之

〈
優
秀
賞
〉
福
與
裕
毅

〈
努
力
賞
〉
伊
藤
桂
子
・
小
栗
辰
己
・

武
田
守
夫
・
栁
川
清
次

●
研
磨
の
部

☆
鎬
造
の
部 二

〇一八
年
度「
現
代
刀
職
展
」始
ま
る

短
刀
　
銘

な
ん
は
ん
か
ね
　
わ
か
ゑ

ま
さ
む
ね

本
多
飛
驒
守
所
持
内
　
越

前
國
康
継

刃
長
八
寸
七
分
半
　
内
反
り
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会
費
：

〈
プ
ラ
ン
Ａ
〉
二
万
九
千
円

　
（
鑑
賞
会
費
・
刀
剣
博
物
館
二
日
間
フ

リ
ー
パ
ス
・
第
一
ホ
テ
ル
両
国
で
の

懇
親
会
費
・
記
念
品
そ
の
他
を
含
む
）

　

同
伴
者
一
万
九
千
円

　
（
刀
剣
博
物
館
二
日
間
フ
リ
ー
パ

ス
・
懇
親
会
費
の
み
。
鑑
賞
会
に
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。
入
札
会
場
に
は

入
れ
ま
せ
ん
）

〈
プ
ラ
ン
Ｂ
〉
一
万
五
千
円

　
（
鑑
賞
会
費
・
刀
剣
博
物
館
二
日
間

フ
リ
ー
パ
ス
・
記
念
品
そ
の
他
を

含
む
。
懇
親
会
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
入
札
会
場
に
は
入
れ
ま
せ
ん
）

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
で
は
協
会
設

立
七
十
周
年
・
た
た
ら
操
業
四
十
周
年

記
念
「
第
二
回
全
国
大
会
」
を
、
左
記

の
通
り
開
催
す
る
。

　

申
し
込
み
の
方
法
な
ど
は
追
っ
て
発

表
さ
れ
る
。
宿
泊
す
る
場
合
は
各
自
で

早
め
に
予
約
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

会�

期
：
十
一
月
二
十
四
日
㈯
～
二
十
五

日
㈰

会 

場
：
刀
剣
博
物
館
＝
墨
田
区
横
網
一

-

一
二-

九　

☎
〇
三-

六
二
八
四-

一

〇
〇
〇　

第
一
ホ
テ
ル
両
国
＝
墨
田

区
横
網
一-

六-

一　

☎
〇
三-

五
六

一
一-

五
二
一
一

第
二
回
全
国
大
会
は
今
秋
開
催

日付 担当者 査定・買取 種別

4 月25日㈯ 清水・服部
買取

刀３振
脇指１振

査定 刀２振
5 月11日㈭ 清水・服部 出張買取 刀４振

5 月20日㈯ 嶋田・清水
買取 刀１振
査定 刀１振

5 月26日㈮ 　服部・清水　 買取 刀３振

5 月29日㈪ 綱取・持田 出張買取
刀２振

脇指２振
鎧１領

6 月12日㈪ 吉井 買取
刀５領
槍２本

6 月21日㈬ 清水・服部 査定 刀２振
6 月22日㈭ 嶋田・清水 出張買取 刀・短刀・薙刀

6 月26日㈪ 清水・嶋田・伊波 ・綱取・服部 出張査定
刀40振

刀装具等10点

6 月27日㈫ 佐藤 出張買取
刀４振

外装３点
刀掛１点

7 月15日㈯ 伊波・嶋田 買取 刀６振
7 月25日㈫ 嶋田・服部 買取 刀２振

8 月28日㈫ 伊波・嶋田
買取 刀２振
査定 刀１振

9 月 4 日㈪ 清水・嶋田 査定 刀２振
9 月20日㈬ 嶋田・清水 査定 刀２振

10月 2 日㈪ 服部・嶋田 査定 刀３振
10月20日㈮ 嶋田・服部 買取 刀１振

11月 9 日㈭ 清水・服部・嶋田
買取 刀11振
査定 刀１振

12月 5 日㈫ 清水・服部・嶋田 買取
刀８振
鐔20枚

12月11日㈫ 清水・服部 買取 刀２振

12月16日㈰ 清水・服部・嶋田
買取 刀３振
査定 刀２振

1 月15日㈪ 清水・嶋田 出張査定 日本美術刀剣
保存協会へ

1 月29日㈪ 清水・服部 買取 刀２振
2 月21日㈬ 伊波・嶋田 買取 刀２振
3 月13日㈫ 清水・服部 査定 刀１振

2017年度組合査定・買い入れ状況報告

５月１日　賛助会員吉原義一氏逝去
４日　組合員須藤教成氏ご尊父逝去
12日　東京美術倶楽部において「刀剣評価鑑定士」実行委員会を開催。出席者清

水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事・綱取常務理事・冥賀
理事・持田理事・深海顧問・土子民夫氏

15日　清水理事長と服部副理事長が全国中小企業団体中央会を訪問
16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第42号・『全刀商』第27号編集委員会

を開催（企画）。出席者清水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務
理事・佐藤常務理事・綱取常務理事・飯田理事・大平理事・木村理事・生野理
事・瀬下理事・松本理事・持田理事・深海顧問・飯田慶雄氏・土子氏

17日　東京美術倶楽部において第31回通常総会を開催。出席64名
17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加79名、出来高17,058,000円
17日　東京美術倶楽部において「刀剣評価鑑定士」第１回模擬試験を開催。参加

30名
28日　賛助会員渡部光恒氏ご母堂逝去
６月５日　「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」の刀剣博物館視察を生野

理事が取材
７日　組合事務局において清水理事長・服部副理事長・土子氏が組合30年史資料

について調査・打ち合わせ
16日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第42号編集委員会（初校）・「刀剣評価

鑑定士」実行委員会を開催。出席者清水理事長・伊波副理事長・嶋田専務理事・
綱取常務理事・飯田理事・大平理事・木村理事・瀬下理事・松本理事・持田理
事・深海顧問・土子氏

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加48名、出来高8,440,500円
17日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」実行委員会を開催。出席者清水理事

長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事・綱取常務理事・飯田理事・
大平理事・木村理事・猿田理事・瀬下理事・松本理事・持田理事・吉井理事・
大西監事・大平将広氏・杉浦弘幸氏・瀬下昌彦氏・冥賀亮典氏・土子氏

21日　清水理事長・服部副理事長・嶋田専務理事が東京都教育庁を訪問
21日　清水理事長・服部副理事長・嶋田専務理事が警察庁生活安全課を訪問
29日　新橋プラザビルにおいて『刀剣界』第42号（再校）・『全刀商』第27号編集

委員会（初校）を開催。出席者清水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋
田専務理事・瀬下理事・冥賀理事・土子氏

組合こよみ（平成30年5～6月）

象牙の登録申請手続きについて
　希少動物保護が叫ばれる昨今の国際情勢に鑑
み、わが国においても象牙の商取引について、従
来にも増して厳密な制度運用が求められていま
す。
　刀剣業界は永年、登録制度による日本刀の適正
管理と保全、あるいは国宝・重要文化財・重要美
術品の海外流出を防ぐ取り組みを続けてきまし
た。象牙の登録申請は、希少動物の保護と同時に
象牙作品という文化財の保護をも目的として行わ
れるもので、日本刀の登録制度の趣旨と一部通底
する部分があります。法令順守と確実な登録申請
手続きを率先して行うことで、刀剣業界の信用醸
成にも一役買うプライオリティの高い案件ですの
で、この機会に象牙の登録申請手続きについて再
確認をお願いします。
　象牙の登録申請手続きは大別して、『申請を行
う前の確認事項』と『登録申請書など必要書類の
準備提出』の２つの段階を経て行われます。これ
らの手続きは、環境省より委嘱を受けた自然環
境研究センターが主体となって行われます。今回
は、各手続きのうち注意を要する点を要約しまし
たので、お役立てください。
　さらに詳しい内容は環境省ホームページをご確
認ください。
https://www.env.go.jp/nature/kisho/zougetorihiki.
html
１．申請を行う前の確認事項　
▶申請対象が本物の象牙であるか確認
・ 鑑定書を取得する必要はありません。
・ 偽物を申請した場合は１年以下の懲役又は100

万円以下の罰則となります。
・ とにかく見てほしいと言われても、未登録の象

牙を送ってもらうのは絶対に避けてください。
預けた方も預かった方も法令違反となり、５年
以下の懲役若しくは500万円以下の罰金、また
はその両方が課せられます。
▶合法的に取得したものであることを確認
　登録申請できる象牙は、法規制がなされる前に
国内で取得した、または国内に輸入された象牙の
みです。象の種類ごとに規制対象とされた年月日
が異なります。無登録の象牙の取得が規制対象年
月日以後の場合は合法的に取得した象牙と認めら
れず、基本的に新規の象牙登録が認められないの
で注意してください。
・ アジア象の象牙　　1980年11月４日に規制対象

に指定
・ アフリカ象の象牙　1990年 1 月18日に規制対象

に指定
　現在流通している象牙の多くはアフリカ象で
す。まれにアジア象やインド象の象牙もあると言
います。実際の登録の際に象牙の種類について自
然環境研究センター担当者より質問がなされます
ので、わかる範囲で答えてください。基本的に象
牙の種類について鑑定書などの提出を要求された
ケースは現在のところ（2018年6月現在）確認さ
れていません。
▶象牙の形状確認
　登録申請できる象牙は、全形を保持しているも
ののみです。
　全形を保持している象牙とは、ゆるやかに弧を
描き、根本から先端にかけて先細るといった一般
的に象牙の形と認識できるものです。
・ 先端部を含み歯随腔が確認できるもの
・ 先端部を含み、歯随腔は確認できないが長さが

20㎝以上のもの
・ 象牙の一部が欠けていても、一般的な象牙の形又

は象牙の形を含むと認識することができるもの

・ 全形を保持している象牙に加工を施したもの
（加工の程度にかかわらず、一般的な象牙の形
または象牙の形を含むと認識することができる
もの）

● 判断に迷ったら下記に電話連絡をお願いしま
す。
一般財団法人自然環境研究センター　国際希
少種管理事業部
直通電話03-6659-6018（土・日・祝日を除く平
日10時〜17時）
直通ファックス03-6659-6320

２． 登録申請書その他必要書類の準備提出につい
て　

　必要書類は５種類あります。下記URLより申請
書類、記入例をダウンロード可能です。
http://www.jwrc.or.jp/service/cites/regist/kikan/
zouge1.htm
・登録申請書
・取得経緯の自己申告書
・ 申請する象牙の写真（４、5枚程度）
・ 取得の経緯の裏付けとなる書類
・ 本人確認ができる書類の写し（免許証・保険

証・住民票などのコピー）
　登録手数料は一点当たり5,000円です
（注意点）
・ 特に重視されるのが取得経緯の自己申告書で

す。法令で規制される日よりも前に取得した象
牙であるということを筋立てて書類に記載する
必要があります。

・ 象牙の長さは刀の刃長と同じ要領で象牙の棟の
直線距離を測ります（86.3㎝など小数点以下１
桁まで記述）。

・ 重量は10.15kgとか、7.20kgというように小数
点以下２桁まで記載。

　象牙の重さの量り方は体重計を利用し、最初に
象牙持って体重計に乗り重さを量り、次に象牙を
持たずに体重を量り体重の差を量って象牙の重量
を算出してください。
　象牙の写真の撮影方法は図をご参照ください。

　登録手続きは事前確認作業を含めて３週間程度
で完了します。 （今津同力）

冑
な
ど
を
併
せ
て
展
示
。
江
戸
時
代
の

福
島
県
域
に
あ
っ
た
多
様
な
刀
剣
の
技

と
美
も
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
戊
辰
戦
争
百
五
十
周
年
に
合

わ
せ
、
会
津
藩
と
行
動
を
共
に
し
た
新

撰
組
副
長
・
土
方
歳
三
所
用
の
康
継
が

特
別
に
出
品
さ
れ
る
ほ
か
、
会
期
中
、

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
鎧
の
着
付
け
体
験
、
居
合
の

実
演
、
解
説
会
な
ど
も
予

定
さ
れ
る
。

■�

福
島
県
立
博
物
館
＝
〒

９
６
５-

０
８
０
７ 

福

島
県
会
津
若
松
市
城
東

町
一-

二
五　

☎
〇
二
四

二
（
二
八
）
六
〇
〇
〇

　

 http://www.general-
museum.fks.ed.jp/

　

福
島
県
立
博
物
館
で
は
七
月
十
三
日

㈮
～
八
月
十
九
日
㈰
、「
美
し
き
刃
た

ち
―
東
京
富
士
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
福
島
の
名
刀
―
」
を
開
催
す
る
（
月

曜
休
館
）。
東
京
富
士
美
術
館
が
所
蔵

す
る
平
安
・
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
の
刀
剣
の
優
品
十
九
点
に
、
福
島

県
内
の
資
料
館
・
博
物
館
が
収
蔵
す
る

福
島
県
ゆ
か
り
の
刀
剣
・
刀
装
具
・
甲

刀
　
銘
（
葵
紋)

以
南
蠻
鐵
於
武
州
江
戸
越
前
康
継

　
　
　  

土
方
歳
三
所
用
　
佐
藤
彦
五
郎
新
選
組
資
料
館

福
島
県
博
で
東
京
富
士
美
術
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
福
島
の
名
刀
を
展
観
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東
京
都
八
王
子
続
編

　

今
日
の
俺
の
行
き
先
は
八
王
子
市
台

町
。
昨
秋
と
同
じ
場
所
に
行
く
理
由
は

朱
華
堂
の
滝
沢
新
一
氏
の
主
宰
す
る
武

州
八
王
子
刀
剣
会
の
開
催
日
が
め
っ
た

に
来
な
い
第
五
日
曜
日
で
、
一
度
に
取

材
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
二
つ

の
長
い
上
り
坂
が
好
き
な
わ
け
は
な

く
、
安
全
だ
か
ら
つ
い
つ
い
こ
ち
ら
に

足
が
向
い
て
し
ま
う
。

　

武
州
八
王
子
刀
剣
会
は
愛
刀
家
の
持

ち
寄
り
方
式
。
ご
自
慢
の
珍
品
が
台
町

町
内
会
館
の
床
の
間
に
並
ぶ
。
こ
の
Ｇ

Ｗ
初
日
も
床
の
間
陳
列
三
巡
目
ま
で
刀

剣
類
が
入
れ
替
わ
り
で
出
品
さ
れ
た

が
、
刻
み
鞘
の
短
刀
拵
が
か
っ
こ
い
い

の
に
加
え
、
岩
本
昆
寛
！
の
鐔
は
こ
の

会
ら
し
く
、
日
刀
保
の
証
書
の
画
題
欄

に
調
布
玉
川
図
と
あ
る
。
無
粋
な
俺
に

は
理
解
不
能
。
誰
か
教
え
て
。

　

そ
し
て
七
月
の
第
五
日
曜
日
に
は
、

滝
沢
氏
の
人
脈
で
清
麿
が
や
っ
て
く
る

と
い
う
。

　

軽
食
付
き
と
い
う
の
が
何
と
も
う
れ

し
い
じ
ゃ
な
い
の
。
こ
の
日
は
滝
沢
氏

の
奥
様
が
か
い
が
い
し
く
用
意
し
て
く

れ
た
煎
餅
・
稲
荷
鮨
・
串
団
子
、
さ
ら

に
Ｇ
Ｗ
ら
し
く
柏
餅
な
ど
。
一
足
先
に

失
礼
を
決
め
込
ん
だ
俺
は
、
奥
様
の
勧

め
で
あ
ら
れ
を
食
べ
た
セ
ロ
ハ
ン
袋
に

柏
餅
を
包
み
、
ジ
ャ
ー
ジ
の
後
ろ
ポ
ッ

ケ
に
入
れ
る
。
ツ
ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス

な
ど
の
長
時
間
レ
ー
ス
で
は
食
事
可
の

区
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
流
行
語
に

な
っ
た
〝
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
〟
と
い
う

や
つ
だ
。
サ
コ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
る
小

さ
な
シ
ョ
ル
ダ
ー
袋
の
ほ
か
、
こ
の
後

ろ
ポ
ッ
ケ
に
高
糖
質
な
も
の
を
選
手
た

ち
は
忍
ば
せ
て
い
る
。

　

こ
の
柏
餅
の
お
か
げ
で
復
路
一
本
目

の
峠
の
後
に
現
れ
た
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
と

行
列
で
有
名
な
「
ラ
ー
メ
ン

Ｊ
野
猿
街
道
店
」
は
無
視
で

き
た
。
そ
こ
か
ら
四
キ
ロ
ほ

ど
、
今
度
は
埼
玉
に
住
む
持

田
理
事
や
優
古
堂
さ
ん
ら
は

う
ん
ざ
り
な
の
に
、
世
田
谷

に
住
む
俺
に
は
珍
し
く
て
し

ょ
う
が
な
い
「
餃
子
の
Ｍ
聖

蹟
桜
ヶ
丘
店
」
が
眼
前
に
登

場
！　

こ
こ
で
ブ
レ
ー
キ
を

掴
み
、
ガ
ッ
ツ
リ
食
べ
て
し

ま
っ
た
～
。

　

こ
ん
な
に
食
べ
た
ら
、
気

持
ち
悪
く
て
坂
を
登
れ
る
わ

け
な
い
。
秋
に
は
強
豪
た
ち

に
追
い
抜
か
れ
た
場
所
だ

が
、
今
日
は
普
通
っ
ぽ
い
お

兄
さ
ん
（
失
礼
）
に
抜
か
れ

る
。
や
っ
と
登
り
終
え
る
と

今
度
は
長
い
下
り
坂
。
速
度
は
五
〇
キ

ロ
ほ
ど
に
届
く
。
初
夏
の
風
が
心
地
よ

い
。
な
ん
だ
か
眠
く
な
っ
て
き
た
よ
、

パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
。
こ
の
ま
ま
目
を
閉
じ

れ
ば
天
国
に
行
け
る
ん
だ
ね
。

�

（
綱
取
譲
一
） 武州八王子刀剣会の皆さんと

降
、
約
六
年
間
修
業
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
当
時
の
こ
と
が
ま
る
で
走
馬
灯
の
よ

う
に
よ
み
が
え
り
、
悲
し
み
に
目
頭
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
て
は
厳
し
く
も
あ

り
、
そ
れ
で
い
て
瞳
の
奥
に
は
〝
弟
子

を
育
て
る
優
し
い
ま
な
ざ
し
〟
を
常
に

た
た
え
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
に
、
今
も
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

師
を
失
い
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
偉
大

さ
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

柳
村
仙
寿
師
は
刀
身
彫
刻
家
の
故
苔

口
仙
琇
師
に
師
事
。
昭
和
六
十
年
に
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
「
新
作
刀
展
覧

会
」
刀
身
彫
の
部
で
最
高
賞
受
賞
、
平

成
九
年
無
鑑
査
に
認
定
。
昭
和
六
十
三

年
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
で
御
神
宝
を
製

作
奉
仕
。
平
成
七
年
、
岡
山
県
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
。

�

（
佐
藤
重
義
）

　

柳
村
仙
寿
師
（
本
名
重
信
）
が
去
る

四
月
二
十
八
日
、
長
期
療
養
の
か
い
も

な
く
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十

三
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
葬
は
五
月
二
十
日
に
岡
山

駅
近
く
の
斎
場
で
し
め
や
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
ご
長
男
の
柳
村

宗
寿
氏
（
本
名
将
之
）
が
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
も
参
列
者
約
百
五
十
名
に
加
わ

り
、
追
悼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
刀
身
彫
刻
家
・
彫
金
師

を
目
指
し
仙
寿
先
生
に
入
門
し
て
以

恩
師
柳
村
仙
寿
師
を
悼
む

撮
影
／
ト
ム
岸
田

金魚の刀身彫りのある月山貞利作品
　

東
京
・
日
本
橋
、
コ
レ
ド
室
町
１
の
日
本
橋
三
井
ホ
ー
ル

に
て
「
ア
ー
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
２
０
１
８
～
江
戸
・
金
魚
の

涼
～
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
で
は
金
魚
を
ア
ー
ト
と
し
て
鑑
賞

す
る
催
し
を
開
催
し
、
日
本
橋
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
て
夏

の
風
物
詩
と
し
て
毎
年
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
天
井
に
金
魚
が
泳
ぐ
「
天
井

金
魚
」
の
再
現
や
屛
風
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
金
魚
大
屛
風
」

な
ど
、
多
種
多
様
な
金
魚
が
会
場
を
彩
る
中
、
月
山
貞
利
刀

匠
の
最
新
作
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

刀
身
に
綾
杉
肌
が
現
れ
る
伝
統
の
月
山
刀
に
は
、
ア
ー
ト

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
木
村
英
智
氏
の
デ
ザ
イ
ン

を
元
に
、貞
利
刀
匠
彫
同
作
に
よ
る
金
魚
の
図
柄
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。約
一
年
を
か
け
て
完
成
し
た
作
品
は
、金
魚
が
泳
ぐ

幻
想
的
な
展
示
の
中
で
、
日
本
の
魂
と
し
て
輝
い
て
い
ま
す
。

会
期
：
七
月
六
日
㈮
～
九
月
二
十
四
日（
月
・
祝
）　

会
期
中

無
休

会
場
：
日
本
橋
三
井
ホ
ー
ル
＝
中
央
区
日
本
橋
室
町
二-

二-

一　

コ
レ
ド
室
町
一
五
階

　

http://artaquarium
.jp/

協
力
＝ZENDEN

（
全
日
本
後
継
者
育
成
支
援
協
会
）、

（
一
社
）全
日
本
刀
匠
会
事
業
部

「
ア
ー
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
２
０
１
８
」

で
日
本
刀
展
示

ブック・レビュー　BOOK REVIEW

日
本
近
世
史
の
大
家
に
よ
る「
刀
剣
の
贈
答
」研
究

　『
刀
剣
と
格
付
け
―
徳
川
将
軍
家
と
名
工
た
ち
』

 

深
井
雅
海 

著
　
吉
川
弘
文
館
　
定
価
（
本
体
一八
〇
〇
円
＋
税
）

　
『
イ
ギ
リ
ス
は
お
い
し
い
』（
平
凡

社
）
な
ど
の
著
書
で
も
知
ら
れ
る
国
文

学
者
の
林
望
先
生
が
か
つ
て
、「
専
門

外
の
こ
と
で
も
、
学
生
の
取
り
組
ん
で

い
る
研
究
の
飛
躍
、
脱
線
、
独
り
よ
が

り
を
見
極
め
て
、
的
確
な
助
言
を
す
る

の
が
指
導
教
官
の
役
割
で
あ
る
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
。

　

こ
の
名
言
を
思
い
出
さ
せ
た
の
が
、

野
田
ゆ
り
え
氏
「
近
世
に
お
け
る
将
軍

家
と
大
名
家
間
の
刀
剣
贈
答
」（『
聖
心

女
子
大
学
大
学
院
論
集
』
第
三
十
九
巻

一
号
。
平
成
二
十
九
年
七
月
）。
知
人

の
紹
介
で
知
っ
た
こ
の
論
文
は
、
将
軍

家
と
大
名
家
の
間
で
の
刀
剣
の
贈
答
に

つ
い
て
考
察
し
た
論
考
で
あ
っ
た
。
大

名
の
代
替
わ
り
、
御
国
下
が
り
の
挨
拶

な
ど
の
際
に
、
太
刀
の
献
上
、
下
賜
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
。
野
田

氏
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
刀
剣
贈

答
の
記
載
一
つ
一
つ
に
当
た
っ
て
刀
剣

贈
答
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
こ
の
論
考
を

手
掛
け
た
。
ま
た
同
大
学
図
書
館
所
蔵

の
『
諸
国
鍛
冶
代
目
録
』
に
「
無
上
別　

三
千
貫
」
と
い
う
よ
う
に
代
付
が
記
さ

れ
て
お
り
、
野
田
氏
は
代
付
表
を
作
成

し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
根
気
の
あ
る
人
が
い
る
な
あ
」
と

感
心
す
る
一
方
、
導
い
た
指
導
教
官
は

誰
な
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
深
井
雅
海
氏
。
表
題
の
書
籍

の
著
者
で
あ
る
。
学
生
の
書
い
た
論
考

と
、
大
学
図
書
館
が
所
持
す
る
刀
の
代

付
け
帳
に
刺
激
さ
れ
て
、
こ
の
書
を
著

す
に
至
っ
た
と
い
う
。
数
多
く
の
優
れ

た
論
考
で
知
ら
れ
る
日
本
近
世
史
学
会
の

権
威
の
一
人
が
、
刀
剣
関
係
の
本
を
出
し

た
と
い
う
の
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
本
は
江
戸
幕
府
政
治
史
、
武
家
社

会
の
専
門
家
・
深
井
雅
海
氏
が
、
自
ら
の

関
心
に
引
き
付
け
て
、
刀
の
贈
答
を
取
り

上
げ
て
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
刀
の
ど

の
よ
う
な
も
の
が
献
上
・
下
賜
さ
れ
、
聖

心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
史
料
が
示
す
代

付
け
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
。
殊
に
八
代

将
軍
吉
宗
が
、
幕
府
や
大
名
家
に
伝
わ
る

古
名
刀
に
つ
い
て
、
本
阿
弥
光
忠
か
ら
調

書
（
い
わ
ゆ
る
『
享
保
名
物
帳
』）
を
提

出
さ
せ
、
諸
藩
に
命
じ
て
各
国
の
優
工
の

作
を
提
出
さ
せ
て
審
査
し
た
事
実
を
取
り

上
げ
て
、
考
察
し
て
い
る
。

　

名
物
帳
が
作
成
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
の

諸
々
の
事
柄
、
史
料
が
多
々
引
用
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
参
考
に
な
る
。

　

ま
た
、
江
戸
に
召
さ
れ
た
信
国
重
包
が
、

不
動
正
宗
を
模
し
て
作
刀
せ
よ
と
命
じ
ら

れ
て
、
刀
身
の
形
は
真
似
で
き
る
し
、
彫

刻
も
ど
う
に
か
な
る
が
、
し
か
し
地
の
色

ま
で
は
無
理
で
す
よ
と
断
っ
て
か
ら
鍛
刀

し
た
逸
話
、
家
康
が
大
坂
の
陣
で
用
い
た

刀
が
、
実
は
、
今
川
義
元
討
死
の
際
の
佩

刀
左
文
字
の
刀
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
に
関
す
る
新

鮮
な
学
び
が
あ
り
、
読
む
価
値
の
高
い
好

著
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
世
の
中
、
変
わ
っ
た
も

の
だ
。
二
十
年
ほ
ど
前
、
母
校
の
史
学
会

の
懇
親
会
に
行
っ
た
筆
者
に
先
輩
方
は

「
刀
っ
て
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
」

「
得え

体た
い

が
知
れ
な

い
」
と
い
う
風
だ

っ
た
し
、
大
分
県

の
郷
土
博
物
館
に

就
職
し
た
某
研

究
者
も
、
機
関
誌

に
「
豊
後
刀
と
い

う
の
は
古
来
あ
る

が
、
そ
の
多
く
の

美
術
的
価
値
は
低

い
」
み
た
い
な
こ

と
を
平
気
で
書
い

て
い
て
、「
刀
の
こ
と
何
に
も
知
ら
な
い

く
せ
に
、
勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
」

と
い
う
憤
り
を
覚
え
た
も
の
だ
。
ま
た
十

数
年
前
、
ゼ
ミ
の
先
輩
の
誘
い
で
『
義
経

と
そ
の
時
代
』（
山
川
出
版
社
）
に
刀
装

具
に
描
か
れ
た
源
平
合
戦
と
い
う
テ
ー
マ

で
一
文
を
寄
せ
た
際
も
、
異
端
者
に
対
す

る
が
ご
と
き
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
た
。
御

刀
女
子
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
平
成
三
十
年

に
、
日
本
近
世
史
の
深
井
氏
が
、
刀
の
こ

と
で
ご
著
書
を
お
出
し
に
な
ら
れ
た
と
い

う
の
は
本
当
に
驚
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。

　

び
っ
く
り
し
つ
い
で
に
書
く
と
、
宇
佐

美
こ
す
も
氏
の
「
贈
答
太
刀
の
拵
か
ら
み

る
義
教
期
公
武
関
係
―
黒
漆
太
刀
と
平
鞘

太
刀
の
使
い
分
け
を
中
心
に
」（『
刀
剣
美

術
』
七
三
三
号
。
二
〇
一
八
年
二
月
）
に

も
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
た
。『
兼
宣
公
記
』

や
『
看
聞
日
記
』
な
ど
の
史
料
を
素
材

に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
で
、
室
町
将
軍

期
の
太
刀
の
贈
答
を
研
究
し
た
こ
の
論
文

を
書
い
た
宇
佐
美
氏
は
、
東
京
大
学
大
学

院
の
学
生
で
あ
っ
た
。
刀
剣
界
に
は
、
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
文
献
史
料
が
駆
使
さ

れ
て
お
り
、
難
解
で
は
あ
る
。
そ
れ
で
も

一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。
史
学
科
の
学
生

が
刀
剣
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
、
論
文

を
発
表
し
た
こ
と
も
、
か
つ
て
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。

　
「
歴
史
の
研
究
は
、
ま
ず
す
べ
て
を
疑

っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
」

　

ホ
イ
ジ
ン
ガ
『
中
世
の
秋
』（
中
央
公

論
社
）
の
訳
者
で
西
洋
中
世
史
の
堀
越
孝

一
先
生
の
、
史
学
概
論
第
一
回
講
義
で
の

言
葉
で
あ
る
。
先
入
観
の
な
い
新
鮮
な
眼

で
刀
剣
や
刀
剣
史
を
見
直
し
た
そ
の
先
に
、

い
か
な
る
地
平
が
現
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
あ
る
。

●
深
井
雅
海
（
ふ
か
い
・
ま
さ
う
み
）
昭

和
二
十
三
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。
國
學
院

大
學
博
士
（
歴
史
学
）。
國
學
院
大
學
栃

木
短
期
大
学
、
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
教

授
を
歴
任
。
現
職
は
公
益
財
団
法
人
徳

川
黎
明
会
徳
川
林
政
史
研
究
所
副
所
長
。

『
徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究
』（
吉
川
弘

文
館
）
は
じ
め
論
文
、
著
書
、
編
著
多
数
。

�

（
小
島
つ
と
む
）
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名
品
を
集
め
て「
刀
有
会
」第
十
会
大
会
が
開
か
れ
る

「
青
年
会
」大
会
、宇
都
宮
で
盛
況
開
催

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

　

五
月
五
日
、「
刀
有
会
」（
志
塚
徳
行

会
長
）
の
第
十
回
大
会
が
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催

さ
れ
た
の
で
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

刀
有
会
は
も
と
も
と
「
刀
剣
を
愛
す

る
有
志
の
会
」
で
あ
っ
た
の
が
、
略
し

て
現
在
の
名
称
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

初
代
会
長
は
森
記
念
秋
水
美
術
館
館
長

の
森
政
雄
氏
で
、
第
一
回
大
会
は
会
長

の
地
元
で
あ
る
富
山
市
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
氏
が
八
年
間
会
長
を
務
め

ら
れ
、
現
在
は
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
常
務
理
事
の
志
塚
氏

に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

刀
有
会
で
は
、
年
一
回
の
大
会
を
日

刀
保
の
協
力
団
体
が
中
心
と
な
り
、
各

地
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
会
員
は
日

刀
保
理
事
・
評
議
員
と
職
方
ら
の
四
十

五
名
。
大
会
へ
の
参
加
は
会
員
の
紹
介

に
よ
り
可
能
で
、
日
本
刀
の
啓
発
の
た

め
に
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
品
と
し
て
は
、
古
刀
二

十
一
点
の
う
ち
、
重
要
美
術
品
二

点
、
特
別
重
要
刀
剣
八
点
、
重
要

刀
剣
十
一
点
、
新
刀
・
新
々
刀
は

重
要
刀
剣
十
四
点
、
ほ
か
に
重
要

刀
装
具
八
点
、
重
要
刀
装
・
特
別

保
存
刀
装
各
三
点
と
い
う
素
晴
ら

し
い
内
容
で
し
た
。
最
近
は
重
要

刀
剣
で
も
無
銘
作
品
が
多
い
中
、

全
て
在
銘
作
品
と
あ
っ
て
、
見
応

え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
名
品
揃
い
の
鑑
賞
刀
の

中
、
小
生
が
二
十
数
年
ぶ
り
に
出

会
え
た
の
が
、
特
別
重
要
刀
剣
の

古
備
前
行
秀
と
古
青
江
次
忠
で
し

た
。

　

行
秀
の
力
強
い
太
刀
姿
と
物
打

の
二
重
刃
、
次
忠
の
堂
々
た
る
二
尺
八

寸
の
刃
長
と
、
古
の
武
勲
で
あ
る
物
打

の
数
カ
所
の
切
込
と
矢
疵
。
こ
の
二
振

は
、
小
生
が
杉
江
美
術
店
で
番
頭
を
し

て
い
た
当
時
、
店
主
の
杉
江
雄
治
氏
が

扱
わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
折
も
鑑
賞

し
て
い
る
の
で
す
が
、
小
生
、
こ
れ
ら

の
刀
の
す
ご
さ
を
十
分
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
杉
江
氏
が
数
々
の
名
刀

を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て

実
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

鑑
賞
会
後
の
懇
親
会
も
盛
況
で
し
た
。

大
相
撲
元
関
脇
の
高
見
山
大
五
郎
さ
ん

が
お
い
で
に
な
り
、「
二
倍
！
二
倍
！
」

と
い
う
、
小
生
の
世
代
に
は
懐
か
し
い

丸
八
真
綿
の
Ｃ
Ｍ
を
披
露
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
二
十
数

名
の
刀
剣
女
子
が
大
会
に
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
、
鑑
賞
す
る

態
度
も
立
派
で
す
し
、
よ
く
勉
強
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
方
々
が

増
え
て
く
れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
刀
剣
商

も
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
…
。

　

な
お
、
来
年
の
刀
有
会
大
会
は
、
清

麿
忌
に
合
わ
せ
て
長
野
県
に
て
開
催
さ

れ
る
そ
う
で
す
。�
（
持
田
具
宏
）

刀有会大会の懇親会でスピーチする高見山大五郎氏

「
お
守
り
刀
展
」が
岡
山
髙
島
屋
に
て
展
示
販
売
さ
れ
る

　

四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
、

岡
山
髙
島
屋
に
お
い
て
「
お
守
り
刀
展
」

の
展
示
販
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
開
催
場
所
で
し
た
が
、
ト

ッ
プ
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

上
山
陽
三
氏
（
刀
匠
銘
輝
平
、
岡
山
県
）

の
作
品
に
は
早
々
に
予
約
が
入
っ
た
り
、

次
々
と
商
談
も
あ
り
、
好
評
な
展
示
販

売
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
発
表
展
覧
会
後
、
場
所

を
東
の
首
都
圏
に
移
し
、
同
様
の
展
示

販
売
を
計
画
中
と
の
こ
と
で
、
一
般
の

方
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

文
部
科
学
大
臣
賞
に
加
え
数
々

の
受
賞
を
果
た
し
た
上
山
刀
匠
に
、

参
加
記
を
頂
き
ま
し
た
。

�

（
伊
波
賢
一
）

　
「
お
守
り
刀
展
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
山
髙
島

屋
で
刀
を
展
示
販
売
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
期

間
中
は
岡
山
の
全
日
本
刀
匠
会
会

員
が
交
代
で
常
駐
し
ま
し
た
。
普

段
私
は
、
仕
事
場
で
黙
々
と
仕
事

を
し
て
い
て
、
直
接
お
客
さ
ま
と

お
話
し
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
の
お
客
さ
ま
の
反
応
で
気

づ
い
た
こ
と
で
す
が
、
女
性
は
拵
付
き

の
見
栄
え
が
す
る
も
の
に
興
味
を
持
た

れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
し
た
の
で
、
次

回
出
品
す
る
時
は
な
る
べ
く
拵
付
き
の

お
守
り
刀
に
す
る
と
販
売
し
や
す
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
刀
鍛
冶
と
し
て
は
刀
身

の
奥
深
い
魅
力
を
伝
え
た
い
の
で
す

が
、
短
時
間
で
刀
身
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
刀
を
所
有
し
て
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
拵

を
入
り
口
と
し
て
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て

行
く
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
次
回
も
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
上
山
輝
平
）

展示即売会場の岡山髙島屋

村
山
龍
平
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歩
み
と
月
山
貞
一を
見
る

　

四
月
二
十
一
日
か
ら
六
月
十
七
日
ま

で
、
没
後
百
年
記
念
「
明
治
の
刀
工
月

山
貞
一
展
」
が
、
神
戸
市
御
影
郡
家
の

高
級
住
宅
街
地
に
あ
る
香
雪
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
。

　

同
館
は
、
朝
日
新
聞
社
創
設
者
で
、

大
正
・
昭
和
期
に
茶
道
具
の
収
集
家
と

し
て
も
有
名
だ
っ
た
村
山
龍
平
氏
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
。

刀
剣
も
一
時
期
八
百
振
近
い
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
あ
っ
た
ほ
ど
の
愛
刀
家
で
も
あ

り
、
同
館
で
は
五
年
に
一
度
、
刀
剣
の

展
示
会
を
企
画
し
て
い
る
。

　

帝
室
技
芸
員
月
山
貞
一
に
つ
い
て
は

綾
杉
肌
の
作
風
や
刀
身
彫
の
技
量
の
高

さ
、
厳
し
い
時
代
の
作
刀
界
を
牽
引
し

た
功
労
な
ど
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な

い
が
、
貞
吉
・
貞
一
・
貞
勝
と
続
い
て

幕
末
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
生
き
抜

い
た
名
匠
の
家
系
で
あ
る
。

　

そ
の
月
山
歴
代
の
代
表
作
に
加
え
、

昭
和
十
六
年
に
村
山
氏
が
タ
イ
国
総
理

大
臣
へ
友
好
の
証
と
し
て
寄
贈
し
た
貞

勝
刀
や
、数
多
の
刀
剣
を
手
入
れ
し
た
鉄

線
図
蒔
絵
の
手
入
れ
道
具
箱
、
風
変
わ

り
で
洒
落
た
形
の
刀
掛
、
特
注
と
思
わ

れ
る
鐔
を
刺
繍
し
た
大
き
な
テ
ー
ブ
ル

ク
ロ
ス
、後
藤
家
小
柄
簞
笥
な
ど
、所
縁

の
展
示
品
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

会
場
と
作
品
の
上
品
さ
が
よ
く
マ
ッ

チ
し
て
い
る
、
素
敵
な
空
間
で
あ
っ
た
。

�

（
伊
波
賢
一
）

落ち着いたたたずまいの香雪美術館

■東京国立博物館
　〒110-8712 東京都台東区上野公園13-９
　☎03-5777-8600（ハローダイヤル）　http://www.tnm.jp/

　「水龍剣」の号のある奈良時代の直刀、鎌倉時代の京都の刀工、
粟田口吉光による名物「厚藤四郎」、備前国長船派の長光の太刀な
ど、平安時代から幕末に至る各流派の刀工による作品を16口展示し
ます。鐔・小道具は、蟹や鯉などの夏の展示期間に合わせた意匠の
作品を多数展示します。
会期：７月10日㈫〜９月17日㈪

刀剣展示

た
軍
刀
を
供
給
す
る
目
的
で
、
日
本
刀

鍛
錬
会
を
設
立
。
靖
国
神
社
境
内
に
招

聘
さ
れ
た
十
人
の
刀
匠
た
ち
に
よ
っ
て

作
刀
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
九
年
空

襲
を
避
け
る
た
め
に
四
国
に
移
転
し
た
。

　

金
敷
は
戦
後
に
な
っ
て
最
後
の
靖
国

刀
匠
増
田
靖
要
氏
が
保
管
し
て
い
た

が
、
増
田
刀
匠
没
後
は
、
弟
子
の
山
村

刀
匠
が
保
管
し
て
い
た
。

　

昨
年
か
ら
奉
納
に
向
け
て
の
準

備
に
か
か
り
、
真
っ
赤
に
錆
び
た

金
敷
を
弟
子
一
同
で
磨
い
て
い
た

と
こ
ろ
、山
村
刀
匠
の
工
房
に
遊
び

に
き
て
い
た
米
海
軍
の
ク
リ
ス
氏

か
ら
「
ぜ
ひ
自
分
た
ち
で
靖
国
神

社
に
奉
納
し
た
い
」
と
の
申
し
出

が
あ
り
、今
般
の
奉
納
と
な
っ
た
。

　

か
つ
て
米
軍
の
空
襲
を
避
け
疎

開
し
た
金
敷
が
、
年
月
を
経
て
米

海
軍
兵
士
に
よ
っ
て
元
の
神
社
に

奉
納
さ
れ
た
の
は
、
時
代
の
流
れ

を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
る
。

�

（
鎌
倉
刀
剣
会
・
出
島
宏
一
）

　

六
月
二
十
三
日
、
か
つ
て
靖
国
神
社

境
内
で
靖
国
刀
を
作
っ
て
い
た
金
敷
が

七
十
三
年
ぶ
り
に
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

　

奉
納
者
は
鎌
倉
刀
剣
会
会
長
山
村
綱

広
刀
匠
で
、
一
八
〇
㎏
の
金
敷
を
運
ん

で
く
れ
た
の
は
横
須
賀
在
住
の
米
海
軍

有
志
の
方
々
で
あ
る
。

　

か
つ
て
日
本
陸
軍
で
は
士
官
に
優
れ

靖
国
刀
を
鍛
え
た
金
敷
が
靖
国
神
社
に
里
帰
り

金敷を運び出す山村刀匠ら関係者

と
思
う
。
本
年
度
の
大
塚
康
徳
代
表
幹

事
は
鋼
次
氏
の
従
兄
弟
で
あ
り
、
感
慨

深
い
。

　

梅
雨
の
季
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
晴

で
迎
え
た
当
日
の
会
場
に
は
、
青
年
会

を
応
援
し
よ
う
と
い
う
温
か
い
気
持
ち

の
歴
代
Ｏ
Ｂ
、
大
会
客
員
た
ち
が
持
ち

寄
っ
た
数
々
の
名
品
が
足
の
踏
み

場
が
な
い
ほ
ど
に
並
べ
ら
れ
た
。

中
に
は
家
彫
・
町
彫
・
平
田
道
仁

な
ど
の
重
要
指
定
作
品
も
含
ま

れ
、
皆
自
ら
が
向
き
の
名
品
を
競

り
落
と
そ
う
と
、
会
場
は
熱
い
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
大
粒
の
汗
を
か
き

な
が
ら
も
盛
ん
な
取
引
が
行
わ

れ
た
結
果
、
近
年
で
は
稀
な
五
千

三
百
万
円
を
超
え
る
大
商
い
と
な

り
、
盛
況
の
う
ち
に
大
会
は
幕
を

下
ろ
し
、
皆
満
足
し
た
顔
で
懇
親

会
会
場
へ
と
流
れ
込
ん
だ
。

　

近
年
の
好
景
気
を
実
感
さ
せ
る

大
盛
会
で
あ
っ
た
。�（
飯
田
慶
雄
）

　

六
月
二
十
六
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

の
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
ホ
テ
ル
に
て
「
全
国

美
術
刀
剣
青
年
会
」
の
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

当
地
で
は
平
成
十
二
年
に
、
故
大
塚

鋼
次
氏
が
代
表
幹
事
の
折
に
大
会
を
開

催
し
て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
方
も
多
い

盛況だった宇都宮の青年会大会



刀　剣　界平成30年7月15日発行（隔月刊） 第42号

（11）

催 事 情 報

■岩国美術館
　〒741-0081 山口県岩国市横山２-10-27
　☎0827-41-0506　http://www.iwakuni-art-museum.org/

維新150年記念特別展PartⅡ「維新伝心展」
　維新150年を記念し、岩国美術館では、多くの逸材
を輩出した松下村塾の塾生たちの遺品を多数展示して
います。激動の時代を生きた志士たちの足跡をぜひご
覧ください。
会期：６月３日㈰〜８月31日㈮　期間中休館なし

■致道博物館
　〒997-0036 山形県鶴岡市家中新町10-18
　☎0235-22-1199　https://www.chido.jp/

明治維新150年 西郷隆盛と庄内
　慶応４年（明治元年・1868）、庄内藩は旧幕府
方として戊辰戦争を戦いました。降伏に際しては
厳しい処罰を覚悟していましたが、処置は意外に
も寛大なものでした。指示したのが西郷隆盛で
あったことを知った旧庄内藩主・酒井忠篤や旧庄
内藩士らは、明治３年以降、何度も鹿児島へ訪れ
ては西郷の教えを受けます。同10年に西南戦争が
勃発すると、西郷は「敗軍の将」としてその生涯
を閉じます。
　しかし、22年の大赦により官位が戻されると、
旧庄内藩士たちは、生前に西郷隆盛から受けた教
えや考え方を「南洲翁遺訓」としてまとめ、全国
に頒布しました。
　本展では、庄内で繰り広げられた戊辰戦争の経
過を辿り、西郷隆盛と庄内の人々との間に築かれ
た強い結び付きについて、古文書や歴史資料、西
郷隆盛の遺墨などから解き明かします。
　なお、本館と本間美術館・本間家旧本邸連携企
画「庄内でめぐる幕末・明治」三館参観券を販売
します。通常2,300円を1,700円にて。500枚限定。
会期：７月28日㈯〜９月５日㈬　会期中無休

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前４-１-32
　☎06-6946-5728

明治維新150年 NHK大河ドラマ特別展「西郷どん」
　明治維新のヒーロー・西郷隆盛には、肖像写真が１
枚も残っておらず、その生涯は謎に満ちています。薩
摩国の下級藩士の家に生まれた西郷隆盛（小吉、吉之
助）は、両親を早くに亡くし、家計を補うため役人の
補佐として働きます。やがて薩摩藩主の島津斉彬に目
を留められた西郷は、斉彬の密命を担い江戸へ京へと奔走し、薩摩のキーパー
ソンとなっていきます。多感な青年期を経て、３度の結婚、２度の島流し。
極貧の下級武士にすぎなかった素朴な男は、勝海舟、坂本龍馬ら盟友と出会
い、揺るぎなき「革命家」へと覚醒し、徳川幕府を転覆させます。類まれな「勇
気と実行力」で明治維新を成し遂げた西郷ですが、最後は明治新政府と闘い、
命を散らすことになります。
　この展覧会では、NHK大河ドラマ「西郷どん」と連動し、西郷隆盛ゆかり
の品や、同時代の歴史資料などを紹介、西郷の人間像と彼が生きた時代を浮
き彫りにします。
会期：７月28日㈯〜９月17日（月・祝）　火曜休館、ただし８月14日㈫は開館

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　http://www.city.setouchi.lg.jp/token/

特別展「古今東西 刀匠・職方列伝パートⅡ」
　平成30年は当館が開館35周年となり、日本美術刀剣保存協
会岡山県支部も創立70周年の節目の年となります。そこで、
当博物館と岡山県支部が共同で展覧会の企画に取り組みまし
た。
　今回の展示は、県内外から貴重な刀剣類を一堂に集め、開
催します。この機会にご来場くださり、名品の数々をご堪能
ください。
会�期：６月29日㈮〜９月２日㈰　月曜休館（祝日の場合は翌日）、

ただし８月13日は開館、翌日休館

■森記念秋水美術館　〒930-0066 富山市千石町１-３-６　☎076-425-5700　http://www.mori-shusui-museum.jp/

北国物のきらめき─北陸の名刀展─

　古来北陸で作られた刀は「北国物」と呼ばれ、地鉄が黒ずむなど、作風に特徴があります。今回は、当館コレクションの主体となる
越中国（富山県）の刀工作品を中心に、北陸三県で製作された古今の名刀を展示します。
　越中国では鎌倉時代末期から南北朝時代にかけて、日本刀の巨匠「正宗」の兄弟子と伝わる名工「則重」や魚津の松倉で活躍し天下
三作にも挙げられる「郷義弘」らの名工が現れました。また、時を同じくして大和の地から来住した古入道国光を祖とする「宇多派」
の作品も近年見直され、高く評価されています。また、加賀国では加州真景や藤島友重、「加州正宗」と称された兼若など北国物、の
名刀を通観していただき、その魅力をご紹介たします。
会期：６月２日㈯〜８月26日㈰　月曜休館、ただし８月13日は開館、翌日休館

■本間美術館
　〒998-0024 山形県酒田市御成町７-７　☎0234-24-4311
　http://www.homma-museum.or.jp/

　戦乱の時代、主従関係を結び、自
己の家や土地を守るために命がけで
戦った武士。彼らが身に着けていた
甲冑や刀剣、刀装具などの装いには、
彼らの美意識や祈りを感じられるも
のがあります。また、武士の中には、
絵画や茶の湯をたしなみとし、刀を
筆に持ち替えて画家として活躍した
り、茶道具を蒐集する者もいまし
た。天下泰平の世となった江戸時代
には、武士たちによって趣味・娯楽

としての釣り文化が成立し、庄内藩
では心身の鍛錬の手段として奨励さ
れ、多くの魚拓が作られています。
　本展では、昨年里帰りした名刀《太
刀 銘月山作》（酒田市指定文化財）
をはじめとする武士の装いとたしな
みとともに、武士が描かれた絵巻や
屏風をご紹介し、武士の実像に迫り
たいと思います。
会�期：６月８日㈮〜７月24日㈫　会

期中無休

武士の装いとたしなみ
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印刷／株式会社日刊企画

株
式
会
社  

眞 

玄 

堂

〒
１
０
１
–
０
０
４
４

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
１
–
７
–
17

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
５
２
–
７
８
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
２
５
１
–
１
４
１
９

メ
ー
ル
　info@

sam
uraigallery.com

銀
座
長
州
屋

東
京
都
中
央
区
銀
座
３
–
10
–
４

千
葉
県
野
田
市
清
水
１
９
９
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
–
７
１
２
２
–
１
１
２
２

メ
ー
ル
　info@

touken-m
atsum

oto.jp

松 

本  

富 

夫

松 

本  

義 

行

株
式
会
社 

美
術
刀
剣
松
本

茨
城
県
下
妻
市
下
妻
乙
１
７
２
の
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
６
–
４
４
–
２
６
４
３

赤
荻
刀
剣
店

赤  

荻     

稔

つ
る
ぎ
の
屋

冥 

賀  

吉 

也

冥 

賀  

亮 

典

東
京
都
北
区
西
ヶ
原
４
–
35
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
７
６
–
１
７
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
７
６
–
８
４
１
９

刀
剣
美
術

　静
心
堂

芦 

澤  

一 

幸

芦 

澤  

　 淳

〒
２
７
２
–
０
８
２
６
　
千
葉
県
市
川
市
真
間
２
–
１
–
26

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
７
–
３
２
１
–
１
０
３
９

奈
良
県
無
形
文
化
財
保
持
者

〒
６
３
３
–
０
０
７
３

奈
良
県
桜
井
市
大
字
茅
原
２
２
８
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
４
–
４
３
–
７
３
３
０

　
　
　
　
　
記
念
館
　
４
２
–
３
２
３
０

月 

山  

貞 

利

㈱
日
本
刀
剣

〒
１
０
５
–
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
–
８
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
１

伊 
波  

賢 

一

甲
冑・刀
剣・刀
装
具 

福
隆
美
術
工
芸

東
京
都
中
央
区
銀
座
２
–
11
–
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
４
１
–
８
２
０
９

綱 
取  
譲 

一

㈱
丸
英
刀
剣

銀
座 

丸
英

栃
木
県
小
山
市
乙
女
３
–
７
–
30

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
–
13
–
22 

友
野
ビ
ル
１
階

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　https://m

aruhidetouken.com

拵
合
せ
致
し
ま
す

〒
１
６
０
–
０
０
０
２

東
京
都
新
宿
区
四
谷
坂
町
６
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
５
３
–
８
８
１
０

水
野 

美
行

日
本
刀
鞘
師

株
式
会
社 

刀
剣
柴
田

〒
１
０
４
–
０
０
６
１
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
５
–
６
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
７
３
–
２
８
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
７
３
–
２
８
０
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.tokensibata.co.jp

柴 

田  
光 
隆

刀
剣・古
銭・切
手・古
美
術
品
売
買

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
４
–
31
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
１
０
–
６
７
７
６

携
　
帯
　
０
９
０
–
３
２
０
８
–
９
６
１
２

田
中 

勝
憲

代
表
取
締
役

刀
剣
・
新
古
美
術
品

株
式
会
社

　宝
古
堂
美
術

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
１
–
１
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
９
２
–
０
０
０
８

山
田 

雄
一
郎

代
表
取
締
役

飯
田
高
遠
堂

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
３
–
17
–
33

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
５
１
–
３
３
１
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.iidakoendo.com

飯
田 
慶
雄

代
表
取
締
役

田
澤 

二
郎

代
表
取
締
役

〒
１
６
０
–
８
３
２
１

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
–
１
–
４

京
王
百
貨
店 

新
宿
店
６
階 

刀
剣
サ
ロ
ン

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
５
３
２
１
–
５
３
０
１（
直
通
）

刀
剣
・
古
美
術
・
古
書
画

㈱ 

日 

宝

〒
１
３
５
–
０
０
４
５

東
京
都
江
東
区
古
石
場
１
–
２
–
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
６
４
３
–
３
２
２
８

臼 

木  

良 

彦

刀
剣
研
師

岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町
１
–
４
–
８
–
２
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
み
の
る
ガ
ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
５
３
５
０
–
８
５
１
３

携
帯
　
０
９
０
–
３
３
１
５
–
１
９
７
９

西
日
本
甲
冑
交
換
会

出
品
随
時
受
付
中

日
本
刀
籏
谷

籏
谷 

大
輔

事務局

毎月20日開催

中
央
区
銀
座
５
–
１
　
銀
座
フ
ァ
イ
ブ
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
５
８
–
８
０
０
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.seiyudo.com

さ
い
た
ま
市
南
区
大
谷
口
５
２
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
８
７
５
–
２
１
２
２

大
和
美
術
刀
剣

大 

西  

康 

一

刀
剣
の
店

岡
山
市
北
区
田
町
１
–
１
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
６
–
２
２
７
–
４
１
８
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.t-touken.com

玉
山
名
史
刀

玉
山 

祐
司
・
真
敏

〒
１
０
４
–
０
０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀
座
６
–
７
–
16 

岩
月
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
８
９
–
１
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
２
８
９
–
１
３
６
７

メ
ー
ル
　taibundo@

herb.ocn.ne.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　https://w

w
w

.taibundo.com

銀
座
日
本
刀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

泰
文
堂

川 

島  

貴 

敏

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
２
–
４
–
13 

石
垣
ビ
ル
B1

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
５
２
９
７
–
８
１
４
４

株
式
会
社 

舟
山
堂

稲 

留  

修 

一

〒
０
６
０
–
０
０
５
３

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
１
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
１
–
２
５
１
–
７
６
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
１
–
２
５
１
–
１
７
８
８

札
幌 

横
山
美
術

横 

山  

忠 

司

〒
１
１
３
–
０
０
３
４

文
京
区
湯
島
１
–
２
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０
–
５
４
７
３
–
０
０
５
５

研
誠
堂

石 

塚  

孝 

夫

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
１
–
９
–
13

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
９
–
２
４
９
–
０
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
９
–
２
４
９
–
０
７
０
２

川
越

　優
古
堂

三 
浦  

優 

子

銀
座
　盛
光
堂

東
京
都
中
央
区
銀
座
８
–
11
–
14 

盛
光
堂
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
６
９
–
２
２
５
１
㈹

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.ginzaseikodo.com

齋  

藤     

恒

刀
剣・小
道
具・甲
冑
、売
買
、工
作
及
び
相
談
承
り
ま
す
。

株
式
会
社 

む
さ
し
屋

〒
５
９
０
–
０
０
２
５
　
大
阪
府
堺
市
堺
区
向
陵
東
町
１
–
２
–
19

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
２
–
２
５
１
–
８
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
２
–
２
５
７
–
２
８
８
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.m
usasiya.co.jp

猿
田 

慎
男

代
表
取
締
役

東
京
都
中
野
区
本
町
４
–
45
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
８
１
–
３
０
７
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.shoubudou.co.jp

服
部
美
術
店

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
–
５
–
12
・
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
７
４
–
５
１
７
０

籏 

谷  

大 
輔

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
–
11
–
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
６
４
５
６
–
１
３
４
４

も
ち
だ
美
術

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
１
–
９
–
４
–
４
４
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
８
５
５
–
４
７
９
２

持 

田  

具 

宏

㈱

晴
雅
堂
清
水

〒
１
１
１
–
０
０
３
２
　
台
東
区
浅
草
２
–
30
–
11

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
８
４
２
–
３
７
７
７

浅
草
観
音
裏

　
美
術
・
骨
董
・
書
画
・
工
芸
・
刀
剣
・
鎧

58.2530.8124

株
式
会
社

　山
城
屋

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
１
–
21
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
４
２
–
２
７
０
１

嶋
田 

伸
夫

代
表
取
締
役

一
般
社
団
法
人

刀
剣
鑑
定
書
発
行
業
務

〒
７
１
０
–
１
１
０
１

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
１
７
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
６
–
４
２
０
–
０
０
６
６

倉
敷
刀
剣
美
術
館

佐 

藤  

均

代
表
理
事

刀
剣
・
書
画
・
骨
董

株
式
会
社
　和
敬
堂

新
潟
県
長
岡
市
柏
町
１
–
２
–
16

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.w
akeidou.com

土 

肥  

豊 

久

土 

肥  

富 

康

刀
剣
・
古
美
術 

宗
亨
庵

富
山
県
高
岡
市
江
尻
１
２
３
５
–
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
６
６
–
２
８
–
２
２
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
６
６
–
２
８
–
２
２
１
７

村  

中     

亨

森
野 

幸
男

〒
８
０
３
–
０
８
１
２

北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町
２
–
２
–
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
３
–
５
６
１
–
０
４
４
９

武
家
文
化
の
美
と
心

　刀
剣
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

樹
林

代
表

塩
川 

二
郎

美
術
刀
剣
研
師

美
術
刀
剣
研
処

　世
田
谷 

文
永
洞

〒
１
５
４
–
０
０
１
６

東
京
都
世
田
谷
区
弦
巻
５
–
16
–
17

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
４
３
９
–
５
０
６
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://setagayabuneido.com

/ja/top_ja/

美
術
刀
剣
・
刀
装
具
等
の
売
買
、加
工
承
り
ま
す

株
式
会
社
コ
レ
ク
シ
ョン
情
報

岐
阜
県
岐
阜
市
茜
部
本
郷
１
–
49

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
８
–
２
７
４
–
１
９
６
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.sam
urai-nippon.net

村
上 

和
比
子

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
２
–
28
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
２
８
–
３
３
２
３

株
式
会
社 

金
丸
刀
剣
店

金 

丸  

一 

三

小
暮 

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

電
話
　
０
７
４
９
–
４
２
–
５
１
０
６

携
帯
　
０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w

w
.goushuya-nihontou.com

刀
剣
・
小
道
具
・
鎧

刀
剣
杉
田

豊
島
区
池
袋
２
–
49
–
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
３

メ
ー
ル
　info@

token-net.com

杉
田 

侑
司

代
表

刀
剣
鞘
師
・
御
拵
一
式
・
修
理
・
白
鞘

〒
１
７
０
–
０
０
１
２

東
京
都
豊
島
区
上
池
袋
１
–
13
–
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
１
７
–
１
８
４
２

廣 

井  

章 

久

木
村
美
術
刀
剣
店

群
馬
県
高
崎
市
萩
原
町
４
８
４
–
１
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
１

〒
１
５
０
–
０
０
０
１

渋
谷
区
神
宮
前
６
–
28
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
４
９
９
–
８
０
８
０

木 

村  

義 

治

黒 

川  

精 

吉

や
し
ま

東
京
都
西
東
京
市
柳
沢
６
–
８
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
５
３
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
７
９
５
５

齋 

藤  

雅 

稔

齋 

藤  

　 久

㈱
霜
剣
堂

平成30年（2018）盛夏　暑中お見舞い申し上げます 掲載は申し込み順です


